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人の動き
平成28年
３月１日現在

人口　男　16,032人（−02）
　　　女　17,768人（＋09）
　　　計　33,800人（＋07）
世帯　　　14,543戸（−01）

　　　　※（　）内は前月比

表 紙

防火パレード
　２月22日、双葉保育
所と北吉井幼稚園の子ど
もたちが防火パレードを
行いました。
　子どもたちは拍子木を
手に、「火の用心　マッ
チ一本火事の元」と大き
な声で呼びかけ、地元の
人たちに注意喚起のチラ
シを配りました。

東
温
市
長

髙 

須 

賀
　
功

平成28年度  施 政 方 針

　

28
年
度
は
、「
東
温
市
第
２
次
総
合
計

画
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
10
年
間
、
市
民
が
力
を
合
わ

せ
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
東
温
市

に
誇
り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
５
つ
の
政

策
目
標
を
掲
げ
て
各
種
施
策
を
推
進
し
、

「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る　

住
ん
で

み
た
い　

住
ん
で
よ
か
っ
た　

東
温
市
」

の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

東
温
市
の
28
年
度
当
初
予
算
は
、「
総

合
戦
略
」
に
掲
げ
る
「
人
口
減
少
対
策
」

や
「
地
域
活
性
化
」、「
子
育
て
支
援
」
な

ど
の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
た
地
方
創

生
加
速
化
交
付
金
事
業
を
計
上
し
た
３
月

補
正
予
算
と
あ
わ
せ
て
、
切
れ
目
の
な
い

一
体
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

【
28
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
】

安
定
し
た
雇
用
環
境
を
つ
く
る

　
東
温
市
に
人
が
住
み
続
け
、
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
「
働
く
場
所
」
を
確
保
す

る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
、
市
長
就
任

以
来
、
最
優
先
政
策
と
し
て
「
企
業
誘
致
」

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
更
な
る
企
業
誘
致
・
雇
用
創
出
の
た
め
、

企
業
立
地
の
受
け
皿
と
な
る
「
工
業
団
地
」

の
整
備
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
と
、

東
温
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
を
高
め
る
「
ス

マ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
実
現

に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
存
企
業
へ
も
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
１
月
に
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

松
山
市
と
合
同
で
「
逆
商
談
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
が
、著
名
な
百
貨
店
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
大
手
流
通
業
バ
イ
ヤ
ー
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
市
内
の
中
小
零
細
企
業

が
熱
心
に
売
り
込
み
を
か
け
る
な
ど
、
一

定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
28
年
度
は
、
松
山
圏
域
の
連
携
中
枢

都
市
圏
構
想
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
中

予
地
区
３
市
３
町
が
共
同
し
て
規
模
を
拡

大
し
開
催
す
る
予
定
で
、
市
内
中
小
零
細

企
業
の
更
な
る
販
路
拡
大
に
繋
が
っ
て
い

※抜粋
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く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
27
年
度
に
設
置
し
た
愛
媛
大
学
医
学
部

を
核
と
す
る
「
東
温
市
健
康
医
療
創
生
研

究
会
」
で
は
、「
産
学
官
連
携
」
に
よ
る
、

特
殊
で
専
門
性
の
高
い
新
た
な
製
品
の
開

発
や
、
高
付
加
価
値
の
も
の
づ
く
り
分
野

へ
の
進
出
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
創
出
を

目
指
し
て
、
研
究
・
検
討
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。
28
年
度
か
ら
は
、
更
な
る
事

業
展
開
に
向
け
て
、「
オ
ー
ル
東
温
に
よ

る
“
と
う
お
ん
”
の
魅
力
創
生
」
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
起
業
へ
の
支
援
」
と
し
て
、
外

部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
招
き
、
起
業
者

な
ど
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

起
業
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

住
み
よ
さ
を
全
国
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

　

民
間
の
評
価
で
は
、
県
下
で
『
住
み
よ

さ
ナ
ン
バ
ー
１
』
の
評
価
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
更
に
、「
移
住
地
と
し
て
の

『
と
う
お
ん
』
ブ
ラ
ン
ド
」
を
戦
略
的
に
確

立
し
て
い
く
た
め
「
移
住
定
住
促
進
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
移
住
者
に
対

す
る
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
と
連
携
し
て
、

地
域
の
歴
史
文
化
を
題
材
と
し
た
市
民
参

加
型
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
制
作
を
行
い
、

市
内
外
に
向
け
た
東
温
市
の
魅
力
発
信
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、「
移
住
・
就
業
体
験
」
の
実

施
や
「
移
住
定
住
交
流
拠
点
の
整
備
」、「
地

域
特
性
を
活
か
し
た
新
産
業
の
創
出
」
や

「
地
域
案
内
人
の
育
成
」
な
ど
へ
も
積
極
的

な
支
援
を
行
い
、
市
民
主
体
の
活
躍
の
場

を
広
げ
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
移
住
者

を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　
更
に
、
県
外
か
ら
高
齢
化
率
の
高
い
地

域
へ
移
住
す
る
世
帯
に
対
し
て
、
引
越
し

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー

ン
者
へ
の
支
援
」
や
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
た
住
宅
に
移
住
す
る
世
帯
に
対

し
て
改
修
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
空

き
家
の
有
効
活
用
に
向
け
た
支
援
」
を
実

施
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
一
連
の
事
業
を
包
括
的
に
展

開
し
て
い
く
こ
と
で
、
移
住
地
と
し
て
の

東
温
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
、「
住
ん
で
み
た

い
！　

住
ん
で
よ
か
っ
た
！
」
と
思
わ
れ

る
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

出
会
い
、
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
て
い
く

希
望
が
か
な
う
ま
ち
を
つ
く
る

　
こ
れ
ま
で
私
は
、「
三
世
代
同
居
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
少
子
化

対
策
に
加
え
て
、
伝
統
文
化
の
継
承
や
、

医
療
費
の
抑
制
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

を
提
唱
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

27
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
「
三
世
代
同

居
支
え
愛
（
あ
い
）
家
族
支
援
事
業
」
は
、

三
世
代
同
居
を
希
望
す
る
世
帯
を
対
象
に

「
住
宅
の
新
築
や
購
入
」、「
増
改
築
」、「
リ

フ
ォ
ー
ム
」
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

も
の
で
す
が
、
国
の
予
算
に
お
い
て
も
三

世
代
同
居
・
近
居
の
推
進
対
策
費
が
盛
り

込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、
引
き
続
き
、「
三
世

代
同
居
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

子
育
て
へ
の
支
援
で
は
、
第
３
子
以
降

の
児
童
の
保
育
料
等
を
軽
減
す
る
「
多
子

世
帯
保
育
料
等
軽
減
事
業
」
に
つ
い
て
も

引
続
き
実
施
し
、
多
く
の
お
子
さ
ん
を
持

つ
ご
家
庭
の
経
済
的
な
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
を
助
け
て
ほ
し
い
人
た

ち
と
、
協
力
し
て
あ
げ
た
い
人
た
ち
の
相

互
援
助
活
動
を
行
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
う
お
ん
」
の
更
な
る

利
用
促
進
に
向
け
て
協
力
会
員
へ
の
助
成

制
度
を
創
設
し
、
地
域
社
会
全
体
で
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
の
読
み
聞
か
せ
や
年
齢

に
合
わ
せ
た
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ

く
人
材
を
広
く
募
集
し
活
躍
で
き
る
よ
う

に
登
録
す
る
人
材
バ
ン
ク
「
ま
ち
の
先
生
」

の
構
築
や
、
使
用
し
て
い
な
い
子
ど
も
用

品
の
交
換
の
場
を
提
供
す
る
「
子
ど
も
用

品
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
推
進
し
、
子
育
て

を
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
と
は
違
っ
た
環
境
で

外
国
人
講
師
と
触
れ
合
う
「
国
際
料
理
教

室
」
や
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」

を
開
催
し
、
児
童
生
徒
が
国
際
理
解
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
特
色
あ
る
教
育
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

安
心
し
て
生
涯
暮
ら
せ
る
、
夢
の
持
て
る

地
域
社
会
を
つ
く
る

　
ま
ず
、
横
河
原
駅
前
の
空
き
店
舗
を
活

用
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
「
多
世
代
交

流
拠
点
施
設
」は
、愛
称
を「
横
河
原
ぷ
ら
っ

と
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」
と
し
、
多
世
代
が
気
軽
に

「
ぷ
ら
っ
と
」
立
ち
寄
り
、
様
々
な
人
材
が

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
常
設
型
の
施
設

と
し
て
、
地
域
の
賑
わ
い
や
交
流
人
口
の

拡
大
に
繋
が
る
施
設
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
集
落
の
維
持
や
活
性
化
に
繋
げ

て
い
く
た
め
、
27
年
度
か
ら
「
集
落
支
援

員
」
を
配
置
し
、
地
域
の
巡
回
を
通
じ
た

課
題
の
把
握
や
、
地
域
と
市
を
つ
な
ぐ
窓

口
と
し
て
の
連
絡
調
整
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
地
域
を
活
性

化
し
て
い
こ
う
と
、
現
在
川
内
地
区
の
４

つ
の
地
域
が
名
乗
り
を
あ
げ
て
お
り
、
こ

う
し
た
気
運
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域

活
動
に
熱
意
を
持
つ
都
市
住
民
を
新
た
に

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
４
名
受
け

入
れ
る
予
定
で
す
。
隊
員
は
、
地
域
に
居

住
し
て
、
地
域
お
こ
し
の
支
援
や
農
林
業

へ
の
従
事
、住
民
の
生
活
支
援
な
ど
の
「
地

域
協
力
活
動
」
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
域
の
課
題
解
決
や
伝
統

文
化
の
継
承
な
ど
を
図
る
た
め
、
市
民
団

体
等
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
し
、
実
施
す

る
「
市
民
提
案
型
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
」

に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
市
民
と
連
携
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

【
む
す
び
に
】

　

28
年
度
は
、
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
総
合
計
画
」
の

計
画
初
年
度
で
あ
り
、
東
温
市
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
の
幕
開
け
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
、

東
温
市
と
し
て
の
地
方
創
生
を
本
格
化
さ

せ
、
ま
た
深
化
さ
せ
て
い
く
年
で
も
あ
り

ま
す
。
全
国
の
自
治
体
が
総
合
戦
略
を
柱

に
、
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
社
会
構
築

に
向
け
て
大
き
く
動
き
始
め
た
今
、
東
温

市
に
お
い
て
も
、
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
、

こ
れ
に
全
力
で
「
挑
戦
」
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

１
人
で
も
多
く
の
方
々
に
「
住
ん
で
み

た
い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
「
チ
ー
ム
東
温
」
の
先
頭

に
立
ち
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。



　東温市の恵まれた立地・交通条件を活かし、企業
が進出しやすい環境を整えます。
　また、多様で付加価値の高い、新たな産業を育成
することにより、社会経済情勢の変化に対応する、
足腰の強い産業構造の構築と就業機会の拡大を目指
します。

　地域資源を磨き上げ、PRすることによって、市
のイメージアップを図ります。
　また、移住・定住を促進する施策に官民一体となっ
て取り組むことで、定住人口の増加を目指します。

まつやま・とうおん逆商談会

◆ ◆ ◆　重 点 施 策　◆ ◆ ◆
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東温市まち・ひと・しごと創生総合戦略

安定した雇用環境をつくる

住みよさを全国に広くアピールし、
新しい人の流れをつくる

基本目標１

基本目標２

働く場所をつくる
・スマートインターチェンジ整備事業	 2,236万円
・工業団地整備事業	 495万円
・起業支援事業	 395万円
・林業先進事例調査研究事業	 18万円

市内の企業を応援する
・中小零細企業販路拡大支援事業	 300万円
・中小零細企業販路拡大マッチング事業	 31万円
・中小零細企業現状把握調査事業	 918万円
・とうおん健康医療創生事業	 305万円

新たな価値をつくる
・とうおんブランドづくり推進事業	 300万円
・地域資源活用全国展開支援事業	 160万円

移住・定住を応援する
・移住コーディネイト事業	 294万円
・ＵＪＩターン者支援事業	 200万円
・移住地としての「とうおん」ブランド創生事業
	 2,300万円
・移住・就業体験事業	 3,000万円
・農林業体験活動支援事業	 200万円
・定住支援事業	 100万円
・空き家有効活用支援事業　　　　	 　　985万円
・とうおん移住定住促進事業　	 　2,500万円
・地方創生総合サイト運用管理費　	 153万円

地域資源で人を呼ぶ
・演劇指導等アウトリーチ事業　　　	 　　40万円
・エコツーリズム促進事業　　	 　 157万円
・とうおんゆったりサイクリング開催事業	 87万円

とうおんゆったりサイクリング



　既に実施している子育て支援策をより分かりやす
く情報発信します。
　また、共働きを前提とした子育て支援の拡充を図
ることによって、安心して子どもを産み育てること
ができる地域社会の実現を目指します。

　市民の力を市政に活かし、また、他市町と連携して広
域的な視点で社会、経済構造の転換を図ることによって、
誰もが夢といきがいを持ち、活き活きと暮らせる生産性
の高いまちの実現を目指します。

横河原ぷらっとHOME（多世代交流拠点）

婚活応援講座

出会いを応援する
・婚活支援事業	 39万円

妊活・出産を応援する
・子ども用品リサイクル促進事業　	 15万円
・特定不妊治療費助成　	 100万円

子育てを応援する
・三世代同居支え愛家族支援事業　	 　1,000万円
・子ども医療費助成　　　　　　	 　　9,265万円
・私立幼稚園就園奨励事業助成
　　うち多子世帯保育料軽減分	 　 90万円
・多子世帯保育料等軽減事業　	 　　  　740万円
・ファミリーサポートセンターとうおん運営事業
　　うちファミリーサポート拡充分 	 　109万円
・児童福祉施設等人材バンク活用事業	 84万円
・子育て支援拡充事業　　　　　　	 　1,459万円
・国際理解教育推進事業　　　	 　　　　 86万円
・特色ある学校づくり事業助成　　　	 　142万円
・小学校社会科副読本製作事業　　　	 　126万円

広報とうおん　2016.45

出会い、子どもを産み、育てていく
希望がかなうまちをつくる

安心して生涯暮らせる、
夢の持てる地域社会をつくる

基本目標３

基本目標４

時代に合った地域をつくる
・市民提案活動支援事業　	 　　　　213万円
・多世代交流拠点運営事業　　	 　　494万円
・集落支援事業　　　　　　　	 　　639万円
・地域おこし協力隊導入事業　	 　1,674万円
・頑張る中山間地域等支援事業　	 1,113万円

「元気な東温市」を将来にわたって
維持していくため、市の特性・強
みを生かし、若い世代の希望をか
なえ、新しい挑戦を応援する取り
組みを推進します！

東温市らしさ
（まちの創生）

ひとの活力
（ひとの創生）

にぎわい
（しごとの創生）好循環の確立

特集 施政方針と予算　今年度の主な施策
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１
みんなが

元気になる
健康福祉のまち

２
安全で
快適な

社会基盤のまち

生涯健康づくりの推進　　　　
　総合保健福祉センター建設事業
	 66万円
　健康診査・がん検診事業
	 6,884万円
　各種予防接種事業	 8,570万円

地域福祉体制づくりの推進      
　社会福祉協議会活動助成
　	 4,500万円
高齢者施策の充実                  
　地区敬老会事業助成	 1,590万円
　介護保険事業	 38億3,180万円

障がい者施策の充実　　　　　
　相談支援事業	 1,860万円
○↑障害福祉サービス費　
	 8億6,414万円
子育て支援の充実　　　　　　
　放課後児童指導事業
　（学童クラブ）	 8,029万円

○新放課後子ども環境整備事業
	 2,294万円
○新市立幼稚園一時預かり事業
	 1,257万円
　子どものための教育・保育給付事業
	 1億4,482万円
○新延長保育事業	  683万円
　保育所改修事業
　　うち空調設備整備	 3,175万円

社会保障の充実　　　　	 　
　臨時福祉給付金支給事業
	 3,156万円
　年金生活者等支援臨時福祉給付金
　支給事業	 2,013万円
　国民健康保険事業　
	 42億9,420万円

安全・安心な都市基盤の整備　
　横河原駅周辺整備事業	950万円

○↑愛大医学部周辺整備事業
	 1億9,971万円

　道路橋梁維持補修事業
　　　　　　　　	 1億5,821万円
　市道横河原10号線改良事業
	 1億5,022万円
○新公共交通バリアフリー化推進事業
　　　　　　　　　　　	500万円

良好な住環境づくりの推進　　
　空き家再生等推進事業	387万円

環境施策の総合的推進　　　　
　太陽光発電システム・定置用
　リチウムイオン蓄電池等設置助成
	 1,633万円

上下水道等の整備                   
　川内地区統合簡易水道事業
	 13億8,880万円
　上水道事業	  7億3,090万円
　合併処理浄化槽設置助成
	 1,039万円
　公共下水道事業	10億8,150万円

消防体制と防災・減災対策の充実
　防災行政無線戸別受信機等購入費
　助成	 1,321万円
　災害対応特殊消防ポンプ自動車
　整備事業	 4,448万円

横河原駅

医学部周辺

くすのき児童クラブ

今
年
度
の
主
な
施
策
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まちづくりの設計書を詳しく知
るための「市民向け予算書」が
あります。
※５月中旬頃、市ホームページに公
開を予定しています。

問 企画財政課（℡964−4401）

３
創造性と

活力に満ちた
元気産業のまち

４
心豊かに
学びあう

文化創造のまち

５
みんなでつくる

協働・
自立のまち

農林業の振興　　　　　　　　
　人・農地プラン支援事業
	 1,073万円

　有害鳥獣捕獲事業助成
	 1,586万円
　中山間地域等直接支払事業
	 8,992万円
　多面的機能支払交付金事業
	 5,655万円
　農地耕作条件改善事業
	 6,575万円
　愛媛県植樹祭開催事業	202万円
　森林環境保全整備事業	920万円

商工業の振興                        
　商工会助成	 1,067万円
　中小企業振興資金等利子補給
	  619万円
　中小零細企業振興事業	 59万円

観光・物産の振興　　　　　　
　ふるさと交流館運営事業
	 1億6,870万円

　観光振興事業	  164万円
　とうおん魅力発信事業	985万円

学校教育の充実                  　
○新中学新入生自転車用ヘルメット  
　無償配布　　　　　　	139万円
　小学校児童用机椅子整備事業
	 1,711万円
○↑中学校施設大規模改修事業
	 2億940万円
　特別支援教育事業	 5,213万円
○新学校ICT整備事業	 311万円
　学校給食センター管理運営費
	 1億1,633万円

青少年の健全育成　　　　　　
　青少年補導事業	 709万円

生涯学習社会の推進　　　　　
　成人式開催事業	 123万円
　公民館施設改修事業	3,410万円
　大人と子どものふれあい広場・
　わんぱく広場事業	 70万円

文化・スポーツの推進　　　　
　公民館活動費	 317万円
　文化財保護事業	 934万円
　各種スポーツ大会等開催事業
	 252万円
　市民大運動会開催事業
	 331万円

　体育施設管理運営費	5,004万円
○↑えひめ国体開催準備事業
	 7,898万円

人権尊重のまちづくりの推進　
　人権教育協議会助成	 320万円
　社会を明るくする運動事業
	 83万円
　福祉館管理運営費	 733万円

男女共同参画社会の形成　　　
　男女共同参画事業	 22万円

地域コミュニティの育成　　   
　区長会運営費	 485万円
　コミュニティ施設整備助成
	 1,181万円
　コミュニティ施設耐震改修事業
	 1億7,619万円
　コミュニティ振興事業
	  4,236万円

市民と行政との協働のまちづくりの推進
　広報事業	 867万円

自立した自治体経営の推進　　
○新公共施設等総合管理事業
	 1,838万円
○新電子入札導入事業	 493万円

さくらの湯

集会所

市民大運動会
○新新規事業
○↑大幅増額事業

特集 施政方針と予算　今年度の主な施策
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一
般
会
計
は
、
高
齢
者
福
祉
や
児
童
福
祉
、

保
健
衛
生
、
道
路
整
備
、
ご
み
処
理
、
学
校
教

育
、
消
防
な
ど
に
使
う
お
金
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
市
役
所
の
基
本
的
な
仕
事
を
す
る
会
計

で
、
大
部
分
が
こ
の
一
般
会
計
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
予
算
は
、
１
４
４
億
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
よ
り
も
５
億
３
０
０
０
万

円
、
率
に
し
て
３・５
％
下
回
り
、
合
併
以
降
３

番
目
に
大
き
い
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
　
入
】

　
市
税
や
使
用
料
な
ど
、
財
源
の
調
達
が
自
主

的
に
で
き
る
も
の
（
自
主
財
源
）
は
、
全
体
の

38
・
８
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
残
り
61
・
２
％

が
国
や
県
の
意
思
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
交
付
さ

れ
る
財
源
（
依
存
財
源
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
は
、
全
歳
入
の

25
・
９
％
を
占
め
、
37
億
２
５
８
０
万
円
を
見

込
み
ま
す
。

　
依
存
財
源
に
は
、主
に
地
方
交
付
税
や
市
債
、

国
県
支
出
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
地
方

交
付
税
は
、
全
国
ど
の
市
町
村
に
住
ん
で
も
一

定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
全
歳
入
の
29
・

９
％
、
43
億
円
を
見
込
み
ま
す
。
市
の
借
金
で

あ
る
市
債
は
、
合
併
特
例
事
業
債
を
活
用
し
た

地
域
振
興
基
金
の
造
成
が
完
了
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
を
56
・

７
％
下
回
り
、
全
体
の

６・
４
％
を
占
め
る

９
億
３
０
３
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歳　入

地方交付税
29.9％
43億円

（増減なし）

市税
25.9％

37億2,580万円
（3.1％増）

市債
6.4％

9億3,030万円
（56.7％減）

繰入金
5.3％

7億5,751万円
（88.4％増）

国庫支出金
11.7％

16億8,183万円
（0.2％減）

県支出金 7.5％
10億7,463万円
（4.4％減）

地方消費税交付金 4.1％
5億8,500万円
（10.8％増）

その他 9.2％
13億円4,493万円
（19.3％増）

前年度当初予算より５億3,000万円、3.5％減

平成28年度　東温市
一般会計予算

144億円

市民一人当たりに使われるお金42万6,427円の使いみち

10
00
0

10
00
0

100
00

100001000010000
10000

その他

民生費
158,467円
福祉の充実、
子育て支援
など

総務費
42,494円
市有財産の
維持管理、
戸籍管理、
税金の徴収
など

公債費
49,812円
市が借りて
いるお金の
返済

教育費
44,515円
学校教育や
生涯学習、
文化・スポー
ツ振興など

土木費
43,181円
道路や公園
などの整備、
維持管理

衛生費
37,157円
ごみ処理や
環境保全、
病気予防な
ど

農林水
産業費
22,332円
農林水産業
の振興や生
産基盤の整
備など

消防費
18,304円
消防や防災
対策

議会費
4,366円
議会の運営

その他
5,799円
商工業や観
光の振興、災
害対策など

平成28年１月１日現在　人口 33,769人
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特
別
会
計
・
企
業
会
計

　

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
切
り
離

し
て
特
定
の
事
業
ご
と
に
経
理
す
る
予

算
で
す
。
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険

な
ど
、
主
に
保
険
税
や
使
用
料
な
ど
、

特
定
の
収
入
で
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

市
で
は
７
つ
の
特
別
会
計
を
設
置
し
て

お
り
、
今
年
度
の
予
算
の
規
模
は
、
７

会
計
合
わ
せ
て
、
99
億
４
０
８
０
万
円
、

前
年
度
当
初
予
算
よ
り
も
４
０
７
０
万

円
、
率
に
し
て
０・４
％
上
回
る
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
の
当
初
予
算
の
規
模
は
、

21
億
１
９
７
０
万
円
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
水
道
施
設
整
備
費
の
増
加
に

よ
り
、
１
億
５
５
０
０
万
円
、
７・９
％

上
回
る
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
　
出
】 

　
歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
関

係
費
の
増
加
や
防
災
・
減
災
対
策
に
加
え
、
地

域
活
性
化
や
人
口
減
少
対
策
な
ど
を
中
心
と
し

た
地
方
創
生
総
合
戦
略
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

今
年
度
も
多
額
の
財
源
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
性
質
別
に
見
る
と
、
障
害
者
福
祉
費
等
の
増

加
に
よ
り
扶
助
費
が
４・１
％
、
合
併
特
例
事
業

債
や
臨
時
財
政
対
策
債
等
の
償
還
額
増
加
に
よ

り
公
債
費
が
13
・
２
％
、
地
区
集
会
所
改
築
事

業
や
重
信
中
学
校
体
育
館
大
規
模
改
修
事
業
な

ど
に
よ
り
投
資
的
経
費
が
13
・
２
％
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
積
立
金
は
地
域
振

興
基
金
の
造
成
完
了
に
よ
り
、
前
年
度
を
98
・

９
％
下
回
る
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
目
的
別
で
は
、
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
に

伴
っ
て
近
年
伸
び
続
け
て
い
る
民
生
費
が
、
全

体
の
37
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
次

ぐ
歳
出
と
し
て
、
市
が
借
り
て
い
る
お
金
を
返

済
す
る
公
債
費
が
11
・
７
％
、
学
校
教
育
や
生

涯
学
習
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
教
育

費
が
10
・
５
％
、
道
路
、
住
宅
、
公
園
等
の
公

共
施
設
の
整
備
や
維
持
管
理
の
費
用
で
あ
る
土

木
費
が
10
・
１
％
と
続
い
て
い
ま
す
。

前年度当初予算より0.4％増

前年度当初予算より7.9％増

特別会計

企業会計

99億4,080万円

21億1,970万円

平成28年度　会計別予算　　　　　     （単位：千円）

会　計　別
平成28年度
当初予算額
（Ａ）

前年度
当初予算額
（Ｂ）

比較
（Ａ）－（Ｂ）

一 般 会 計 14,400,000 14,930,000 △ 530,000

特

別

会

計

国 民 健 康
保 険 4,294,200 4,339,600 △ 45,400
後 期 高 齢 者
医 療 396,100 373,000 23,100

介 護 保 険 3,831,800 3,762,200 69,600
ふ る さ と
交 流 館 168,700 157,100 11,600

簡 易 水 道 500 1,100 △ 600
農 業 集 落
排 水 168,000 154,100 13,900

公共下水道 1,081,500 1,113,000 △ 31,500

小 　　計 9,940,800 9,900,100 40,700
企
業
会
計

水 道 事 業 2,119,700 1,964,700 155,000

小　 　計 2,119,700 1,964,700 155,000

合　　計 26,460,500 26,794,800 △ 334,300

人件費
17.7％

25億4,570万円
（0.6％増）

扶助費
17.2％

24億7,547万円
（4.1％増）

公債費
11.7％

16億8,207万円
（13.2％増）

物件費
17.5％

25億2,445万円
（4.0％増）

繰出金
11.0％

15億8,710万円
（7.0％増）

補助費等
10.7％

15億3,831万円
（6.2％増）

投資的経費
10.4％

15億219万円
（13.2％増）

その他 3.8％
5億4,471万円（70.5％減）

性質別
歳出

目的別
歳出

民生費
37.2％

53億5,126万円
（4.1％増）

総務費
10.0％

14億3,499万円
（43.7％減）

公債費
11.7％

16億8,208万円
（13.2％増）

教育費
10.5％

15億324万円
（7.5％増）

土木費
10.1％

14億5,817万円
（11.8％増）

衛生費
8.7％

12億5,477万円
（2.7％増）

農林水産業費 5.2％
7億5,411万円
（15.0％減）

消防費 4.3％
6億1,811万円
（5.9％増）

その他 2.3％
3億4,327万円（4.2％減）

特集 施政方針と予算　今年度の主な施策
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市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

教育相談室は
℡ 964-3437
℡ 966-6150

です

平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
で
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
活
動
調
査
を

行
い
ま
す　

   

企
画
財
政
課　
情
報
統
計
係　
℡
９
６
４・４
４
０
１

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
高
齢
者

向
け
）
に
つ
い
て

長
寿
介
護
課　
高
齢
福
祉
係　
℡
９
６
４・４
４
０
８

計
だ
け
で
な
く
、
地
域
ご
と
の
既

存
店
舗
の
状
況
把
握
と
い
っ
た
、

社
会
経
済
全
体
は
も
と
よ
り
、
身

近
な
施
策
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
平
成
28
年
５
月
中
旬
か
ら
調
査

員
の
訪
問
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
」

で
は
、
安
心
・
簡
単
・
便
利
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

■
申
請
方
法
等

○
平
成
27
年
１
月
１
日
に
お
い
て

住
民
票
を
登
録
し
て
い
た
市
区

町
村
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
東
温
市
に
お
い
て
対
象
と
な
る

人
（
見
込
み
）
へ
は
、
受
付
開

始
ま
で
に
申
請
書
類
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
左
記
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
期
間

　
平
成
28
年
４
月
18
日
㈪
～

７
月
19
日
㈫

■
申
請
窓
口

　
市
役
所
２
階
給
付
金
専
用
窓
口

ま
た
は
川
内
支
所

　
「
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
」

で
は
、
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
及

び
企
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
全

産
業
分
野
の
売
上
（
収
入
）
金
額

や
費
用
な
ど
の
経
理
項
目
を
同
一

時
点
で
網
羅
的
に
把
握
し
、
我
が

国
に
お
け
る
事
業
所
・
企
業
を
対

象
と
し
た
各
種
統
計
調
査
の
母
集

団
情
報
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
「
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
」

の
結
果
は
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
や
都
道
府
県
民
所
得
等
の
推

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者
を

支
援
し
、
平
成
28
年
前
半
の
個
人

消
費
の
下
支
え
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
平
成
27
年
度
の
簡
素
な
給
付
措

置
（
臨
時
福
祉
給
付
金
）
の
支
給

対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中

に
満
65
歳
以
上
に
な
る
人
（
昭
和

27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）

■
支
給
額

　
対
象
者
１
人　
３
０
，０
０
０
円

（
申
請
受
付
後
、
対
象
者
の
指
定

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
）

SPOT  NEWS

■単独事業所
　（ただし純粋持株会社、不動産投資法人、
　 及び資本金１億円以上除く）

■新設された事業所

■支所等がある事業所
■純粋持株会社、資本金１億円以上の
　単独事業所など

東温市
いのとん

 調査依頼 （平成28年５月から）
調査員が訪問します

 調査依頼 （平成28年５月から）
国が郵送にて実施します

回答

回答

オンライン回答　または　調査員に手渡し

オンライン回答　または　郵送

〒
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■
補
助
対
象
と
な
る
機
器
の
種
類 

　
及
び
補
助
率

○
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
世
帯
と
は

①
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
の
み
の

世
帯

②
寝
た
き
り
高
齢
者（
75
歳
以
上
）

の
い
る
世
帯

③
身
体
障
害
者
手
帳（
１
～
３
級
）

所
持
者
が
い
る
世
帯

④
療
育
手
帳
所
持
者
が
い
る
世
帯

⑤
精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳（
１

～
３
級
）
所
持
者
が
い
る
世
帯

⑥
そ
の
他
、
災
害
時
に
支
援
が
必

要
な
人
が
い
る
世
帯

※
該
当
者
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
限

　
平
成
28
年
６
月
30
日
㈭

■
手
続
き
の
流
れ

①
購
入
申
込
書
の
提
出

         

↓

　
補
助
要
件
確
認

         

↓

②
補
助
金
交
付
申
請

         

↓

　
補
助
金
交
付
決
定

         

↓

③
機
器
の
購
入
・
設
置

         

↓

④
実
績
報
告
（
兼
請
求
）

         

↓

　
補
助
金
支
払
い

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

現
在
、
川
内
地
区
に
あ
る

ア
ナ
ロ
グ
の
戸
別
受
信
機
は
、

平
成
29
年
11
月
末
の
無
線
局

免
許
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

ご
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信
機
の

購
入
等
で
ご
不
要
に
な
っ
た

場
合
は
、
市
役
所
危
機
管
理

課（
３
階
）ま
た
は
川
内
支
所

に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

「
デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
行
政
無

線
」
の
運
用
を
開
始
し
、
現
在
、

市
内
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
公
共

施
設
等
に
設
置
し
た
戸
別
受
信
機

を
通
じ
て
、
災
害
情
報
を
始
め
と

す
る
緊
急
放
送
や
市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ
等
を
放
送
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
気
象
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
、
放
送
が
聞
き
取
り
に
く

い
場
合
も
あ
り
、
特
に
大
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
情
報
伝
達

の
遅
れ
が
二
次
災
害
な
ど
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な

場
合
で
も
ご
自
宅
で
は
っ
き
り
と

し
た
音
声
で
放
送
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
戸
別
受

信
機
を
購
入
・
設
置
し
た
世
帯
に

対
し
、
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
受
注
生
産
の
た
め
、
設

置
ま
で
に
５
～
６
か
月
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
危
機
管
理

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
世
帯

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯

で
、市
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯（
１

世
帯
に
つ
き
、
１
台
を
限
度
）

■
戸
別
受
信
機
購
入
の
申
し
込
み

　
戸
別
受
信
機
等
の
購
入
・
設
置

を
希
望
す
る
人
は
、
市
役
所
危
機

管
理
課
（
３
階
）
ま
た
は
川
内
支

所
に
購
入
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
購
入
申
込
書
は
、
危
機
管
理

課
ま
た
は
川
内
支
所
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
東
温
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
等
購
入
費
補
助
制
度

に
つ
い
て　

 

危
機
管
理
課　
危
機
管
理
係　
℡
９
６
４・４
４
８
３

機器の種類 世帯区分 補助率 補助限度額

戸別受信機
一般世帯 1／2以内 24,000円
高齢者・障がい者等世帯※ 3／4以内 37,000円

機器の種類 世帯区分 補助率 補助限度額

ダイポール型
アンテナ

一般世帯 1／2以内 13,000円
高齢者・障がい者等世帯※ 3／4以内 20,000円

３素子八木型
アンテナ

一般世帯 1／2以内 126,000円
高齢者・障がい者等世帯※ 3／4以内 189,000円

電波受信状況によってやむを得ずアンテナの設置が必要な世
帯に対しては、アンテナの設置に対する補助があります（取
り付け費用含む）。
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SPOT  NEWS

■
保
険
料
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す

○
所
得
の
低
い
人 

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
、

均
等
割
額
を
最
大
９
割
軽
減
し
ま

す
。
今
回
も
、
２
割
軽
減
と
５
割

軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
総
所
得
金
額
等
か
ら

33
万
円
（
基
礎
控
除
額
）
を
差
し

引
い
た
金
額
が
58
万
円
以
下
の
人

は
、
所
得
割
額
を
５
割
軽
減
し
ま

す
。

○
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ

　
た
人 

　
制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
（
国
民

健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
組
合

は
除
く
）
は
、
所
得
割
額
の
負
担

は
な
く
、
均
等
割
額
が
９
割
軽
減

さ
れ
ま
す
。

■
社
会
全
体
で
制
度
を
支
え
て
い

　
ま
す

　

医
療
費
に
か
か
る
費
用
の
う

ち
、
医
療
機
関
等
で
支
払
う
窓
口

負
担
を
除
い
た
費
用
を
、
公
費

（
国
・
県
・
市
町
の
負
担
金
）
で

約
５
割
、後
期
高
齢
者
支
援
金（
現

役
世
代
の
保
険
料
）
で
４
割
、
残

り
の
１
割
を
被
保
険
者
の
み
な
さ

ん
が
保
険
料
と
し
て
負
担
し
、
社

会
全
体
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
支
え
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先

　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合

　
（
℡
９
１
１・７
７
３
３
）

■
受
付
場
所　
都
市
整
備
課

■
内
容
・
条
件

　
都
市
整
備
課
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

※
空
き
が
無
い
場
合
は
、
順
番
待

ち
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
要
領
・
申
込
用
紙
等
は
東

温
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

■
保
険
料
の
計
算
方
法

　

１
人
当
た
り
の
保
険
料
は
、
被

保
険
者
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均

等
割
額
」
と
前
年
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計

に
な
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
平
成
28
年
４
月
１
日
～

平
成
29
年
１
月
31
日

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日･

祝
日
は
除
く

■
募
集
対
象
団
地

　
八
反
地
第
一
団
地
、
八
反
地
第

二
団
地
、
上
林
団
地
、
天
神
団
地
、

寺
山
団
地

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

医
療
給
付
費
に
見
合
う
保
険
料
収

入
を
確
保
し
、
健
全
な
運
営
を
維

持
す
る
た
め
、
２
年
に
一
度
保
険

料
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
給
付
費
は
、
高
齢
化
の
進

展
や
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ

り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
被
保
険
者
の
保
険
料

負
担
を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
た

め
、
財
政
安
定
化
基
金
（
国
・
県
・

広
域
連
合
が
３
分
の
１
ず
つ
積
み

立
て
）
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
た

上
で
、
平
成
28
・
29
年
度
の
保
険

料
を
改
定
し
ま
し
た
。

■
保
険
料
率

公
営
住
宅
補
欠
入
居
者
の
随
時
募
集
を
し
ま
す　

　
都
市
整
備
課　
建
築
住
宅
係　
℡
９
６
４・４
４
１
２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す　

　
市
民
課　
医
療
年
金
係　
℡
９
６
４・４
４
７
１

平成26・27年度
均等割額　45,231円
所得割率　　 9.05%

所得割額　
〔総所得金額等－33万円（基礎控除額）〕×所得割率9.16％

均等割額
46,308円

保険料（年額）
被保険者1人当たり　限度額57万円（10円未満切り捨て）

＋

＝

平成28・29年度
均等割額　46,308円
所得割率　　 9.16%
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■
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度

額
の
引
上
げ
及
び
低
所
得
者
に

係
る
保
険
税
軽
減
の
拡
充

■
問
い
合
せ
先

　
税
務
課　

　
市
民
税
係

　
（
℡
９
６
４・４
４
０
３
）

■
紹
介
状
な
し
で
大
病
院
を
受
診

す
る
場
合
等
に
定
額
負
担
が
求

め
ら
れ
ま
す

　
外
来
の
機
能
分
化
を
進
め
る
観

点
か
ら
、
紹
介
状
な
し
で
大
病
院

を
受
診
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て

定
額
負
担
が
求
め
ら
れ
ま
す
。（
選

定
療
養
の
義
務
化
）

　
初
診
は
、
救
急
等
の
場
合
を
除

き
、
紹
介
状
な
し
で
大
病
院
を
受

診
す
る
場
合
、
再
診
は
、
他
の
医

療
機
関
を
紹
介
す
る
と
い
う
申
出

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再

度
大
病
院
を
受
診
す
る
場
合
に
定

額
負
担
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■
入
院
時
の
食
事
代
が
変
わ
り
ま
す

　

入
院
と
在
宅
療
養
の
負
担
の
公

平
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
在
宅
療

養
で
も
負
担
す
る
費
用
と
し
て
、

食
材
費
相
当
額
を
加
え
、
調
理
費

相
当
額
の
負
担
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
低
所
得
者
、
難
病
患

者
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
患
者
は

負
担
額
を
据
え
置
き
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
の
制
度
改
正
に
つ
い
て　

　
市
民
課　
国
民
健
康
保
険
係　
℡
９
６
４・４
４
７
１

所得区分 負担額
（1食）

一般所得 260円
低所得Ⅱ

（住民税非課税） 210円

低所得Ⅰ
（住民税非課税で
一定所得以下）

100円

所得区分 負担額
（1食）

一般所得 360円

医療分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
27年度まで 52万円 17万円 16万円
28年度以降 54万円 19万円 16万円

医療分 2割軽減
27年度まで 33万円+26万円×被保険者数　 33万円+47万円×被保険者数
28年度以降 33万円+26.5万円×被保険者数 33万円+48万円×被保険者数
拡大の内容 ５割、２割の判定基準額の引き上げ（対象世帯の拡大）

所得区分 負担額
（1食）

一般所得 460円

〈現行〉
食材費

〈平成28年度〉
食材費＋調理費

〈課税限度額〉

〈軽減の判定基準額〉

低所得者は、引上げない。
（据え置き）

〈平成30年度〉
食材費＋調理費

※難病、小児慢性特定疾病の患者は、据え置く。

※最高額が85万円から89万円へ引き上げ	

※被保険者数には、同世帯で国保から後期高齢者医療へ移行した者を含む。

高齢者に関する総合相談について
東温市地域包括支援センターが高齢者のみなさんが安心して暮らしていくための支援をします！

東温市地域包括支援センター
℡955-0150　FAX955-5766

月～金曜（祝日除く）
８時30分～17時15分

協力機関として２か所の在宅介護支援
センターでも相談できます。

（何時でも可）
ウェルケア重信
℡955-0300

ガリラヤ荘
℡966-6250
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甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
、
近

年
各
地
で
大
き
な
被
害
を
出
し
て

い
る
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
が

災
害
の
こ
と
を
知
り
、
い
ざ
と
い

う
時
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
普
段
か
ら
必
要
な
防

災
知
識
や
、
各
地
域
に
お
け
る
避

難
場
所
の
位
置
、
自
分
が
住
ん
で

い
る
地
域
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
か
を
分
か
り
や
す
く
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、『
東

温
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
』
を
作
成

し
ま
し
た
。

※
組
外
等
で
広
報
が
届
い
て
い
な

い
世
帯
に
は
、
市
役
所
危
機
管

理
課
、
ま
た
は
川
内
支
所
に
て

お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
を
よ
り
ご
活
用
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
点
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

①
危
険
な
場
所
を
確
か
め
よ
う

　
自
分
の
家
の
ま
わ
り
や
、
普
段

よ
く
通
る
道
な
ど
に
危
険
な
場
所

が
な
い
か
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

※
防
災
マ
ッ
プ
は
、
東
温
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

②
避
難
場
所
を
覚
え
よ
う

　

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
参
考
に
、

普
段
か
ら
、
避
難
の
方
法
、
場
所
、

経
路
な
ど
を
家
族
や
地
域
で
相
談

し
て
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
が
開
設
し
た
避
難
場
所
へ

は
、
お
住
ま
い
の
小
学
校
区
・
行

政
区
に
と
ら
わ
れ
ず
、
誰
で
も
避

難
で
き
ま
す
。

　
特
に
指
定
の
な
い
限
り
、
各
自

の
判
断
で
、
そ
の
時
一
番
安
全
な

場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

③
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う

　
市
や
地
域
の
自
主
防
災
組
織
な

ど
が
実
施
す
る
訓
練
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
地
域
の
人
と
も
話
し

あ
い
ま
し
ょ
う
。

東
温
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た

　

 　
　

   

危
機
管
理
課　
危
機
管
理
係　
℡
９
６
４・４
４
８
３

　
東
温
市
の
行
政
改
革
の
推
進
に

あ
た
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
さ
せ
、
市
民
協
働
に

よ
る
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、

東
温
市
行
政
改
革
推
進
委
員
を
公

募
し
ま
す
。

■
内
容

　
東
温
市
の
行
政
改
革
の
推
進
に

関
す
る
調
査
及
び
審
議
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
東
温
市
に
お
け
る
こ
れ

ま
で
の
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み

状
況
や
平
成
29
年
度
か
ら
を
計
画

期
間
と
す
る
第
４
次
東
温
市
行
政

改
革
大
綱
（
計
画
）
の
策
定
に
際

し
、
市
民
の
目
線
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

■
応
募
資
格

①
東
温
市
の
行
政
改
革
に
関
心
及

び
意
欲
を
有
す
る
人

②
20
歳
以
上
で
市
内
に
在
住
し
て

い
る
人

③
平
日
（
昼
間
）
に
年
３
回
程
度

開
催
す
る
会
議
に
参
加
で
き
る

人
■
募
集
人
員　
若
干
名

■
任
期

　
任
命
の
日
か
ら
２
年
以
内

■
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
東
温
市
役
所
３
階
企
画

財
政
課
ま
で
持
参
、郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
企
画
財
政
課
に
直

接
請
求
さ
れ
る
か
、
東
温
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
応
募
期
間

　
平
成
28
年
４
月
４
日
㈪
～

４
月
22
日
㈮

※
17
時
15
分
必
着

■
問
い
合
せ
・
提
出
先

　
企
画
財
政
課　
企
画
政
策
係

　
〒
７
９
１-

０
２
９
２

　
東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１

　
（
FAX
９
６
４・１
６
０
９
）

　

E-m
ail

　

kikakuzaisei@
city.toon.　

　

ehim
e.jp

東
温
市
行
政
改
革
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

    

企
画
財
政
課　
企
画
政
策
係　
℡
９
６
４・４
４
０
１
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■
縦
覧
物

○
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

○
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

■
縦
覧
で
き
る
人

○
東
温
市
内
に
固
定
資
産（
土
地
、

家
屋
）
を
所
有
す
る
納
税
者
本

人
○
委
任
を
受
け
た
代
理
人

■
期
間　
４
月
１
日
～
５
月
２
日

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
祝
を
除
く
。

※
期
間
外
で
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

防
災
マ
ッ
プ
を
よ
り
ご
活
用
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
点
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

①
危
険
な
場
所
を
確
か
め
よ
う

　
自
分
の
家
の
ま
わ
り
や
、
普
段

よ
く
通
る
道
な
ど
に
危
険
な
場
所

が
な
い
か
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

※
防
災
マ
ッ
プ
は
、
東
温
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

②
避
難
場
所
を
覚
え
よ
う

　

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
参
考
に
、

普
段
か
ら
、
避
難
の
方
法
、
場
所
、

経
路
な
ど
を
家
族
や
地
域
で
相
談

し
て
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
が
開
設
し
た
避
難
場
所
へ

は
、
お
住
ま
い
の
小
学
校
区
・
行

政
区
に
と
ら
わ
れ
ず
、
誰
で
も
避

難
で
き
ま
す
。

　
特
に
指
定
の
な
い
限
り
、
各
自

の
判
断
で
、
そ
の
時
一
番
安
全
な

場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

③
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う

　
市
や
地
域
の
自
主
防
災
組
織
な

ど
が
実
施
す
る
訓
練
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
地
域
の
人
と
も
話
し

あ
い
ま
し
ょ
う
。

■
場
所

　
税
務
課
（
市
役
所
１
階
）

■
持
参
物

　
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

※
相
続
人
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
な

ど
相
続
関
係
が
確
認
で
き
る
書

類
■
手
数
料　
無
料

※
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
は
で
き
ま

せ
ん
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧
期
間
で
す

　

 　
　

   

税
務
課　
資
産
税
係　
℡
９
６
４・４
４
０
３

スポットニュース 東温市役所（代表）　℡（089）964-2001
東温市ホームページ　http://www.city.toon.ehime.jp/

し
、有
料
老
人
ホ
ー
ム
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
は
除
く
）

■
助
成
内
容

　
初
乗
り
料
金
の
助
成
（
一
人
に

つ
き
年
間
24
枚
）

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
手
帳
・
印
鑑

※
お
忘
れ
の
場
合
は
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
申
請
先

　
社
会
福
祉
課
ま
た
は
川
内
支
所

　
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
重
度
心
身
障
が
い
児

者
の
人
に
対
し
て
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
在
宅

生
活
を
し
て
い
る
左
記
の
人

○
身
体
障
害
者
手
帳

　
（
１
級
～
３
級
）

○
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）

○
精
神
手
帳
（
１
級
・
２
級
）

※
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
人
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。（
た
だ

障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す

　
　
社
会
福
祉
課　
障
害
福
祉
係　
℡
９
６
４・４
４
０
６

今
年
度
の
各
種
市
税
の
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す

　
　
税
務
課　
収
納
管
理
係　
℡
９
６
４・４
４
０
３

税

月別
区分

市県民税
（普通徴収）

固定
資産税

軽自動車
税

国民健康
保 険 税

（普通徴収）
納期限

（口座振替日）

4月 第1期 H28.
5.2㈪

5月 全期 H28. 
5.31㈫

6月 第1期 第1期 H28. 
6.30㈭

7月 第2期 第2期 H28. 
8.1㈪

8月 第2期 第3期 H28. 
8.31㈬

9月 第4期 H28. 
9.30㈮

10月 第3期 第5期 H28. 
10.31㈪

11月 第6期 H28.
11. 30㈬

12月 第3期 第7期 H28. 
12.26㈪

1月 第4期 第8期 H29. 
1.31㈫

2月 第4期 第9期 H29. 
2.28㈫

3月 第10期 H29.
 3.31㈮

区　分 平成27年度 平成28年度

全部支給 月額　42,000円 月額　42,330円(+330円）

一部支給 月額　41,990円～9,910円
月額　42,320円(+330円) 

～ 9,990円(+80円)

等級 平成28年３月分まで 平成28年４月分から（見込額）
１級 月額　51,100円 月額　51,500円（400円増額）
２級 月額　34,030円 月額　34,300円（270円増額）

平成28年３月分まで 平成28年４月分から（見込額）
月額　26,620円 月額　26,830円（210円増額）

平成28年３月分まで 平成28年４月分から（見込額）
月額　14,480円 月額　14,600円（120円増額）

平成28年４月分より各手当の額が
改定されます

社会福祉課（℡ 964-4406）

■児童扶養手当

■特別児童扶養手当

■特別障害者手当

■障害児福祉手当、経過的福祉手当
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【
生
計
同
一
者
が
運
転
す
る
場
合
】

○
生
計
同
一
証
明
書

○
通
学
、
通
園
、
通
所
証
明
書

○
通
院
証
明
書
ま
た
は
通
勤
、
生

業
証
明
書

■
減
免
申
請
期
間

　
４
月
１
日
㈮
～
５
月
24
日
㈫

■
申
請
及
び
問
い
合
せ
先

○
軽
自
動
車
税　

　
税
務
課

　
（
℡
９
６
４・４
４
０
３
）

○
自
動
車
税

　
中
予
地
方
局
課
税
課

　
（
℡
９
０
９・８
７
５
４
）

　
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
４

月
１
日
現
在
の
登
録
名
義
人
で
あ

る
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
自
動
車
税
は
中
予
地
方
局
課
税

課
か
ら
、
軽
自
動
車
税
は
東
温
市

税
務
課
か
ら
納
税
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

※
自
動
車
税
に
限
り
コ
ン
ビ
ニ
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

■
納
期
限
・
口
座
振
替
日

　
５
月
31
日
㈫

身
体
障
が
い
者
等
に
対
す
る
減
免

　
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
減
免

申
請
に
よ
り
自
動
車
税
ま
た
は
軽

自
動
車
税
の
減
免
を
１
台
に
限
り

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象

　

障
が
い
者
本
人
が
所
有
す
る
自

動
車
（
18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い

者
、
知
的
障
が
い
者
ま
た
は
精
神

障
が
い
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人

が
所
有
す
る
自
動
車
も
含
む
）
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
人
が
運
転
す
る

場
合

①
障
が
い
者
本
人

②
障
が
い
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人

■
減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
の
範
囲

　
下
表
参
照

■
減
免
申
請
に
必
要
な
も
の

○
各
種
手
帳

○
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

○
印
鑑
（
認
印
）

○
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動

車
検
査
証

○
納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
カ
ー

ド
も
し
く
は
通
知
カ
ー
ド

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

　

    

税
務
課　
市
民
税
係　
℡
９
６
４・４
４
０
３

障害の区分 本人が運転する場合 生計同一者が
運転する場合

視覚障害 １～４級

聴覚障害 ２、３級

平衡機能障害 ３級

音声機能、言語機能
または

そしゃく機能の障害
３級（喉頭摘出による
音声機能障害に限る） −

肢体不自由　上肢 １、２級

肢体不自由　下肢 １～６級 １～３級

肢体不自由　体幹 １～３級及び５級 １～３級

乳幼児期以
前の非進行
性脳病変に
よる運動機
能障害

上肢機能 １、２級

移動機能 １～６級 １～３級

心臓機能障害

1、３級

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこうまたは直腸の
機能障害

小腸の機能障害

ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障害 １～３級
肝臓機能障害

（１）身体障がい者（身体障害者手帳をお持ちの人）

（２）戦傷病者（対象についてはお問い合わせください）
（３）知的障がい者（療育手帳をお持ちの人）⇒障害の程度が「Ａ」の人
（４）精神障がい者（精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人）
　　　　　　　　　⇒障害の程度が「１級」の人
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社
会
福
祉
課
で
は
平
成
28
年
４

月
よ
り
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
し

ま
す
。

■
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　
障
が
い
を
お
持
ち
で
緊
急
時
に

手
助
け
が
必
要
な
人
が
あ
ら
か
じ

め
連
絡
先
や
持
病
等
を
書
き
込

み
、
緊
急
時
に
支
援
者
へ
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
を
受
け
や

す
く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て
は

任
意
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
希

望
の
人
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課

ま
た
は
川
内
支
所
に
お
越
し
い
た

だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 

な
お
、
カ
ー
ド
の
記
載
例
等
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
窓
口
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

　
ま
た
、
４
月
１
日
よ
り
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共

生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し

て
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。  

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
と
な

り
、
お
互
い
に
助
け
合
う
地
域
の

実
現
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
が
で
き
ま
し
た

　

 　
　

   

社
会
福
祉
課　
障
害
福
祉
係　
℡
９
６
４・４
４
０
６

スポットニュース 東温市役所（代表）　℡（089）964-2001
東温市ホームページ　http://www.city.toon.ehime.jp/

【
補
助
制
度
】

▽
対
象
と
な
る
耐
震
診
断

　
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事

務
所
の
登
録
を
受
け
た
建
築
士
事

務
所
が
実
施
す
る
耐
震
診
断
（
先

着
５
戸
）

▽
補
助
金
の
額

　
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の
３

分
の
２
以
内
で
限
度
額
２
万
円

■
耐
震
改
修

▽
対
象
と
な
る
住
宅

　
市
が
実
施
す
る
補
助
事
業
ま
た

は
耐
震
診
断
技
術
者
派
遣
事
業
に

よ
る
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る

可
能
性
が
あ
る
」「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
高
い
」
と
判
定
さ
れ
た
住

宅
で
、改
修
後「
倒
壊
し
な
い
」「
一

応
倒
壊
し
な
い
」
と
評
価
さ
れ
た

も
の
。（
先
着
７
戸
）

▽
補
助
金
額

○
改
修
設
計
に
要
す
る
費
用
の
３

分
の
２
以
内
で
限
度
額
20
万
円

○
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
で
限

度
額
90
万
円

○
工
事
管
理
に
要
す
る
費
用
の
３

分
の
２
以
内
で
限
度
額
５
万
円

　
市
で
は
、
地
震
に
対
す
る
住
宅

の
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
支
援

を
行
い
ま
す
。

■
耐
震
診
断

▽
申
込
期
間

　
平
成
28
年
４
月
18
日
～

平
成
29
年
１
月
31
日

▽
対
象
と
な
る
住
宅

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
、
２
階
建
て
以
下
の
一

戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
延
べ
面
積

が
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

も
の

○新【
耐
震
診
断
技
術
者
派
遣
制
度
】

　
対
象
と
な
る
住
宅
の
耐
震
診
断

を
希
望
す
る
住
宅
の
所
有
者
に
、

愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務

所
登
録
要
項
に
定
め
る
耐
震
診
断

技
術
者
を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

（
先
着
25
戸
）

▽
費
用

　
診
断
結
果
に
対
す
る
評
価
料
３
，

０
０
０
円
ま
た
は
９
，，７
２
０
円

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

新
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
わ
ず
か
な
費
用
で
耐
震
診
断
が
実
施
可
能
に
！！

　
　
都
市
整
備
課　
建
築
住
宅
係　
℡
９
６
４・４
４
１
２

「手
て
助
だす
けがほしい人」と「手

て
助
だす
けをしたい人」をつなぐ

ヘルプカードができました！！ 
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SPOT  NEWS

■
目
的

　
松
山
市
等
中
予
地
域
の
母
子
家

庭
の
母
、
寡
婦
及
び
父
子
家
庭
の

父
並
び
に
母
子
家
庭
及
び
父
子
家

庭
の
児
童
で
就
業
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
就
職
の
た
め
に
必
要

な
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
を
身

に
付
け
る
講
習
会
を
実
施
し
ま

す
。

■
科
目

　
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
会
計
ソ
フ
ト
な
ど
企
業

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
演
習
（
科
目

は
、
受
講
生
の
習
熟
度
な
ど
に
よ

り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■
講
習
期
間

〇
平
成
28
年
５
月
10
日
～
８
月
９

日
ま
で
（
８
月
４
日
㈭
を
除
く
）

〇
毎
週
火
曜
日
及
び
木
曜
日（
26
回
）

〇
毎
回
10
時
～
16
時
（
昼
休
み
１

時
間
を
含
む
。）

■
主
催
者

　
一
般
財
団
法
人

　
愛
媛
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

■
講
習
会
場

　
松
山
市
本
町
７
丁
目
２
番
地　

　
愛
媛
県
本
町
ビ
ル
１
階

　
愛
媛
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

　
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員　
20
名

※
全
日
程
参
加
可
能
な
人
（
応
募

多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
う
え

決
定
し
ま
す
）

■
受
講
料

　
無
料
（
教
材
費
と
検
定
料
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

平
成
28
年
４
月
22
日
㈮
ま
で

に
、
東
温
市
役
所
社
会
福
祉
課
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
松
山

市
に
お
住
ま
い
の
人
は
平
成
28
年

４
月
22
日
㈮
ま
で
に
愛
媛
県
母
子

家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

〇
印
鑑
（
認
め
印
）

〇
母
子
家
庭
の
母
は
児
童
扶
養
手

当
証
書
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
受
給
者
証
の
写
し
、
児

童
は
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受

給
者
証
の
写
し

〇
寡
婦
は
寡
婦
で
あ
る
こ
と
を
証

す
る
戸
籍
謄
本

〇
父
子
家
庭
の
父
は
児
童
扶
養
手

当
証
書
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
受
給
者
証
の
写
し
、
児

童
は
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受

給
者
証
の
写
し

■
そ
の
他

①
受
講
す
る
た
め
に
満
１
歳
以
上

の
未
就
学
児
の
託
児
が
必
要
な

場
合
に
は
、
当
会
が
会
場
の
施

設
内
で
保
育
し
ま
す
の
で
、
申

し
込
み
の
際
に
保
育
依
頼
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
育
費

用
は
、
住
民
税
非
課
税
等
の
場

合
は
無
料
で
す
が
、
所
得
額
に

よ
り
、
一
部
ご
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
会
場
に
駐
車
場
の
余
裕
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
自
動
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

③
受
講
決
定
（
選
考
結
果
）
は
、

５
月
６
日
頃
に
ご
自
宅
に
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先

 

一
般
財
団
法
人
愛
媛
県
母
子
寡

　
婦
福
祉
連
合
会
内

　
愛
媛
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

　
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
９
０
７・３
２
０
０
）

総務課　管財係 （℡964−4400）入札結果　【２月実施分】 
日　程 業務（工事）名 落札業者 落札金額（税込）円
2月16日 くすのき児童クラブ備品購入 ㈲垂水味好堂　松山店 1,184,760

第２次東温市総合計画書印刷製本業務 明星印刷工業㈱ 561,600

東温市災害対策用浄水器購入業務 ㈱岩本商会 969,840

2月23日 土谷川河川災害復旧工事 ㈱富久 4,935,600

東温市内ガードレール等設置工事その2 ㈱ジーネット技建 3,645,000

小型動力ポンプ更新購入業務 ㈱岩本商会 1,382,400

松
山
地
域
パ
ソ
コ
ン
技
能
取
得
講
座
受
講
生
募
集

に
つ
い
て　

 

社
会
福
祉
課　
児
童
福
祉
係　
℡
９
６
４・４
４
０
６
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２月
126件

東温市消防救急出場数

急病
77件

（61％）

転院搬送
14件

（11％）

一般負傷
19件

（15％）

医師搬送他
　　2件(2%)交通事故

9件（7％）

自損行為
3件(2%)

労働災害 2件(2%)

六価クロム地下水モニタリング
調査結果（２月８日採水分）
　牛渕地区の調査地点（６か所）に
ついて、２地点の観測用井戸で環境
基準値（0.05mg／ℓ以下）を超え
る値（0.06、0.31mg／ℓ）が検出
されました。
　周辺に常用的な飲用井戸もなく、
人の健康等への影響を及ぼすおそ
れはありません。

問 環境保全課 ℡964-4415

スポットニュース 東温市役所（代表）　℡（089）964-2001
東温市ホームページ　http://www.city.toon.ehime.jp/

上
下
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の
届
出
を
忘
れ
ず
に

　

 

水
道
課　
管
理
係　
℡
９
６
４・４
４
１
６

犬
・
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

 

環
境
保
全
課　
環
境
対
策
係　
℡
９
６
４・４
４
１
６

ど
で
、
料
金
が
高
額
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
ス
ム
ー
ズ
な
検
針
に
ご
協
力
く

　
だ
さ
い

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
効
率

よ
く
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
を

お
ね
が
い
し
ま
す
。

○
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上

に
物
を
置
か
な
い
。

○
飼
い
犬
は
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
か
ら
離
れ
た
場
所
に
繋
ぐ
。

○
家
の
増
改
築
で
、水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
が
床
下
や
屋
内
に
な

る
場
合
は
、
検
針
の
し
や
す
い

場
所
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間

　
　
手
術
を
実
施
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
15
日
以
内
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額

　
　
１
件
に
つ
き
２
，０
０
０
円（
た

だ
し
手
術
費
用
が
２
，０
０
０
円

に
満
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
額
）

※
１
世
帯
１
年
度
に
つ
き
、
犬
・

猫
い
ず
れ
か
１
件
の
み
に
限
り

ま
す
。

■
注
意
事
項

○
申
請
書
は
環
境
保
全
課
窓
口
、

動
物
病
院
に
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
補
助
金
の
交
付
は
予
算
額
に
到

達
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
異
動
届
が
必
要
な

　
と
き
は

○
使
用
を
開
始
・
中
止
す
る
と
き

（
大
家
さ
ん
に
対
し
て
料
金
を
支

払
う
場
合
、
届
出
は
不
要
で
す
）

○
名
義
人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、

ま
た
は
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合

※
届
出
の
受
付
は
月
～
金
曜
日
の

８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
で

す
。（
川
内
市
所
で
も
可
）

■
数
日
以
上
家
を
離
れ
る
場
合

　

長
期
の
旅
行
や
入
院
な
ど
で
家

を
離
れ
る
場
合
に
は
、
必
ず
止
水

栓
（
元
栓
）
を
閉
め
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
予
期
せ
ぬ
漏
水
な

　
東
温
市
で
は
、
市
民
の
動
物
の

飼
い
方
の
モ
ラ
ル
向
上
と
動
物
の

管
理
に
対
す
る
自
覚
を
促
し
、
周

囲
に
対
す
る
迷
惑
の
未
然
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
犬
・
猫
の

不
妊
ま
た
は
去
勢
手
術
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

○
東
温
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

人
○
犬
は
登
録
済
み
で
あ
り
、
か
つ

申
請
日
以
前
の
１
年
間
に
狂
犬

病
予
防
済
み
で
あ
る
こ
と

○
営
利
を
目
的
と
し
な
い
人

○
愛
媛
県
内
で
開
業
し
て
い
る
動

物
病
院
で
手
術
を
し
た
場
合
に

限
り
ま
す
。

狂犬病の予防注射を
受けましょう

　平成28年度の犬の登
録・狂犬病予防集合注射
は５月に実施します。注
射料金は3,000円です。
　詳細は、５月広報に掲
載しますのでご確認くだ
さい。市ホームページに
も掲載します。

予防は大事だトン。
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■
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税
制

　
に
つ
い
て

　
平
成
14
年
度
か
ら
、
環
境
に
や

さ
し
い
自
動
車
の
開
発
及
び
普
及

を
促
進
す
る
た
め
、
自
動
車
税
の

グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車

は
、
廃
車
さ
れ
る
ま
で
自
動
車

税
が
約
15
％
割
増
に
な
り
ま

す
。

○
新
車
登
録
か
ら
13
年
経
過
の
ガ

ソ
リ
ン
車
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
、
11
年

経
過
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
、
経

過
の
翌
年
度
か
ら
廃
車
さ
れ
る

ま
で
、
自
動
車
税
が
約
15
％
割

増
の
税
額
と
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
バ
ス
及
び
ト
ラ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
約
10
％
割
増
の
税

額
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
28
年
度
に
対
象
と
な
る
の

は
、
次
の
自
動
車
で
す
。

①
ガ
ソ
リ
ン
車
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

　
平
成
15
年
３
月
31
日
以
前
に
新

車
新
規
登
録
し
た
自
動
車

②
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

　
平
成
17
年
３
月
31
日
以
前
に
新

車
新
規
登
録
し
た
自
動
車

※
た
だ
し
、
低
公
害
車
、
ガ
ソ
リ

■
補
助
条
件

○
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
一
戸
建

住
宅
に
設
置
す
る
こ
と

○
機
器
が
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

○
電
力
会
社
と
電
力
受
給
契
約
書

を
締
結
し
て
い
る
こ
と
（
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
み
の
条
件

で
す
）

■
注
意
事
項

　
交
付
申
請
は
先
着
順
の
受
付
と

し
、
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し

ま
す
。

※
工
事
完
了
後
６
か
月
以
内
に
交

付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

６
か
月
を
超
え
た
場
合
は
補
助

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ

た
り
、
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

■
時
間　
13
時
～
16
時

■
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
一

般
乗
合
バ
ス
は
除
き
ま
す
。

○
排
出
ガ
ス
や
燃
費
性
能
の
優
れ

た
自
動
車
（
一
定
基
準
を
満
た

し
た
も
の
に
限
る
。）
は
、
新

車
新
規
登
録
の
翌
年
度
に
限

り
、
自
動
車
税
が
軽
減
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム

　
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
３
月
１
日
か
ら
、
登

録
自
動
車
（
軽
自
動
車
、
小
型
二

輪
自
動
車
は
除
く
）
の
車
検
時
に

必
要
な
納
税
証
明
書
の
提
示
が
、

自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
た
だ
し
、
自
動
車
税
の
納
付
後

１
～
３
週
間
以
内
な
ど
は
シ
ス
テ

ム
で
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、

納
税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
税
に
滞
納
が
あ

る
と
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
自
動
車

検
査
証
の
返
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

■
問
い
合
せ
先

　
中
予
地
方
局　
課
税
課

　
（
℡
９
０
９・８
７
５
４
）

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税
制
に
つ
い
て
（
愛
媛

県
か
ら
の
お
知
ら
せ
）　 　
税
務
課　
℡
９
６
４・４
４
０
３

家
庭
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
等
の
設
置
を

支
援
し
ま
す
！ 

環
境
保
全
課　
新
エ
ネ
推
進
係　
℡
９
６
４・４
４
１
５

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

 

社
会
福
祉
課　
社
会
福
祉
係　
℡
９
６
４・４
４
０
６

補助対象設備 補助金額 申請可能期間

太陽光発電システム
（全量売電は不可）

１kWあたり
3万円

（上限４kW）

工事完了後
６か月以内

太陽熱高度利用システム 一律4万円

家庭用リチウムイオン
蓄電池 上限10万円

（いずれか
1回限り）家庭用燃料電池

4月 5月 6月 7月
21日 19日 1日 21日
8月 9月 10月 11月
18日 15日 20日 17日
12月 1月 2月 3月
15日 19日 16日 16日

4月 5月 6月 7月
13日 11日 1日 13日
8月 9月 10月 11月
10日 14日 12日 9日
12月 1月 2月 3月
14日 11日 8日 8日

■東温市役所
【平成28年度開設日】

■川内公民館



■アクセスマップ

施設名称 横河原ぷらっとHOME
室内面積 約20坪
開 館 日 週５日（月・水・年末年始は閉館）
開館時間 10時～18時
収容人数 約30～40名程度

そ の 他 開館時間内であれば原則無料
（時間外のご利用についてはご相談ください）

●ワークショップやミーティングの場所として
仲間同士で気軽に集まって、ワークショップ、
教室、ミーティング、打ち合せなどを実施する
場所として利用できます。
施設内の椅子や机、ホワイトボード、ＤＶＤ付
きプロジェクターが利用できます。

●ミニ図書館として・ミニお料理教室として
本を持ち込んで、気軽に読書を楽しめます。簡
易キッチンでお料理教室もできます。

●チャレンジショップとして
これからカフェや物販、サービス事業など起業
したいと考えている人が、チャレンジ創業でき
る場所として利用できます。
※内容によって利用料がかかることがあります。

●セルフカフェや駅前休憩所として
お弁当や飲み物の持ちこみも可能です。トイレ
休憩もできます。
小・中学生や高校生の皆さんの学習スペースと
しても利用できます。

■問い合せ先
　企画財政課　地域振興係（℡964-4401）

こんな風に利用できます

広報とうおん　2016.421

東温市生涯活躍人材バンク
「まちの先生」の登録者を募集しています
　市では、東温市生涯活躍人材バンク「まちの先生」
の運用を開始しました。この制度は、様々な知識や
経験をお持ちで意欲のある人や団体に「まちの先生」
として登録していただき、活用を希望する人に「ま
ちの先生」を紹介する事業です。
　ちょっとした趣味や特技から専門的なものまで、
みなさんの持つ知識や技術を活かし地域で活躍して
みませんか？

横河原に新しくオープンしました！
　古くから交通の要衝として賑わい、今
もなお多くの人々が行き交う横河原駅前
商店街。市の玄関口とも言えるこの場所
に、３月24日、新しい交流の拠点「横河
原ぷらっとHOME」がオープンしました。

どんな施設なの？
　「集まる」「学ぶ」「広げる」をコンセプ
トに、誰もが気軽に立ち寄れる『地域の家』
として、地域コミュニティを深める場に
なるよう市民ワークショップを重ねて施
設整備が実現しました。どなたでも気軽
にご利用ください。



年金のひろば
市民課医療年金係　℡964-4471
松山東年金事務所　℡946-2146

詳しくは
お問い合わせください

　相談・お問い合せ　

○東温市　消費生活相談窓口（総務課内）
　℡964−4400
　※毎週月曜日及び第２・４金曜日は、専門
　　の相談員が対応
○消費者ホットライン　

℡188『嫌
いや

や！』（イヤヤ！）
℡0570−064−370

大量・高額な学習教材の
契約は慎重に！
｢すぐに成績が上がる｣ といった
勧誘トークに注意！

！

消費者力

ＵＰ
通信

　国民年金は、老後やもしもの時に大きな支えとなり
ます。
　保険料の未納が続くと、老後に年金を受給できなく
なるばかりか、納付が遅れることで「障害基礎年金」
（けがや病気などが原因で一定の障がいが残った時の
補償）や「遺族基礎年金」（死亡した時に、残された
一定の家族への補償）を受給できない場合があります。
　もしもの時に後悔することがないよう、国民年金保
険料は納期限までに納めましょう。

　後期高齢者医療制度は、75歳以上の人が対象となる
医療制度ですが、障害基礎年金１級・２級を受給して
いるなど、一定の障がいがある場合、65歳から申請に
よって加入することができます。

　また、納めた国民年金保険料は全額が所得か
ら控除されます。（社会保険料控除）
●納付が困難な時は…免除・猶予制度があります
　国民年金保険料を納付することが経済的に困
難な場合には、保険料の納付が免除または猶予
される制度があります。学生の場合は「学生納
付特例制度」があります。詳しくはご相談くだ
さい。

　詳しくは、市民課医療年金係（℡964-4471）
までお問い合せください。

平成28年度の国民年金保険料は16,260円（月額）です

障害基礎年金１級・２級を受給中の65歳～74歳の人へ
後期高齢者医療制度に加入できる場合があります
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　相談事例　

　中学生のタブレット教材の電話勧誘を受け、自宅に来
てもらって子どもと一緒に説明を受けた。「この教材で
勉強しない子はいない」「すぐに成績が上がる」と言わ
れ、特典の学習用タブレットも魅力的で子どもも興味を
示したので、中学３年分、60万円の契約をした。タブレッ
トの使い方の説明に来ると行ったが来訪せず、アフター
サービスが悪かった。３年分の大量の教材を見て子ども
がやる気をなくし、ほとんど使用せず残ってしまった。

　アドバイス　

1. 学習教材は使用してみないと自分に合っているかど
うかわかりません。その場で大量・高額な契約をせず、
慎重に検討しましょう。

2. 「学習診断テスト」を受けさせ、教材勧誘を行う場合
もありますので要注意です。

3. クーリング・オフ制度を活用しましょう。
4. 学習教材と家庭教師派遣契約（契約期間が２か月を
超え、かつ契約金額が５万円を超える契約）がセッ
トになっている場合は、学習指導に教材が必要とい
う説明を受けて購入していれば、教材が「関連商品」
とみなされクーリング・オフや中途解約ができます。

5. 契約前に契約書をよく読み、解約等の条件について
も、よく確認しましょう。



アラカルト

　市内には市の花である桜の名所がたくさんありま
す。特に重信川沿いは春になると桜色に包まれ、お花
見に訪れた人たちで賑わいます。
　今回は路線バスや電車を利用して訪れることがで
きる桜の名所を紹介します。バスや電車の車窓から見
える景色を楽しみながらお花見に出かけませんか？

●茶堂公園
　横河原橋（川内側）の
近くにある公園です。サ
イクリングロード沿いに
桜並木が続いています。
【最寄りバス停】
　茶堂バス停（川内線・新居浜特急線・滑川線・河
之内線・松瀬川線・井内線）から徒歩約５分
【最寄り駅】　横河原駅から徒歩約10分

●重信川樋口公園
　横河原橋（重信側）の近くにある公園です。公園
内には遊具もあり、小さな子どもも楽しむことができ
ます。
【最寄りバス停】
　横河原バス停（川内線・新居浜特急線）から徒歩５分
　横河原駅前バス停（森
松横河原線・滑川線・河之
内線・松瀬川線・井内線）
から徒歩５分
【最寄り駅】
　横河原駅から徒歩約５分

公共交通ニュース
都市整備課　℡964-4412

桜の季節になりました♪
路線バスに乗ってお花見に出かけてみませんか？
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介護予防ニュース
長寿介護課　介護給付係　
℡964-4408 対象者　東温市内に住所を有している65歳以上の人

で、原則として要支援・要介護認定を受けていない人

５月事業予定
地区の公民館等を利用した介護予防事業

お詫びと訂正
　先月号の掲載内容に誤りがありま
したので、謹んでお詫びするととも
に訂正いたします。

地区訪問型運動教室
牛渕団地第一集会所

■誤　4月18日㈪　13：30～
■正　4月18日㈪　10：00～

地区訪問型運動教室
【参加費  無料】

02日㈪ 10:00～ 南方東公民館
11日㈬ 13:30～ 上林公民館
18日㈬ 13:30～ 下林集会所

25日㈬
10:00～ 田窪公民館
13:30～ 上村集会所

※参加時の飲み物は、各自でご用意くだ
さい。

※当日の気象状況によっては、中止にな
る場合があります。

脳トレ大学（オープン教室）【参加費  200円】

09日㈪
10:00～ 横灘団地公民館、町東公民館
13:30～ 南野田公民館、上村集会所

10日㈫
10:00～ 西岡公民館、上林公民館、北方東公民館
13:30～ 樋口集会所、田窪団地集会所、下林集会所、町西公民館

12日㈭
10:00～ 田窪公民館、保免集会所
13:30～ 播磨台団地公民館

16日㈪
10:00～ 牛渕団地第一集会所、横灘団地公民館
13:30～ 見奈良公民館

17日㈫
10:00～ 西岡公民館、上林公民館
13:30～ 樋口集会所、下林集会所

19日㈭
10:00～ 保免集会所、南方東公民館
13:30～ 山之内公民館

23日㈪
10:00～ 横灘団地公民館、町東公民館
13:30～ 南野田公民館　上村集会所

24日㈫
10:00～ 西岡公民館、上林公民館、北方東公民館
13:30～ 田窪団地集会所、下林集会所、町西公民館

26日㈭
10:00～ 田窪公民館、南方東公民館
13:30～ 山之内公民館、播磨台団地公民館

30日㈪
10:00～ 牛渕団地第一集会所、町東公民館
13:30～ 見奈良公民館、土谷公民館



※平成28年４月１日時点

（第17回全国障害者スポーツ大会）

開催まで
547日

開催まで
575日

2017えひめ国体に
向けて！ vol.７

（第72回国民体育大会）

　２月６日㈯・７日㈰の２日間、「東温市総合公園」
「東温市かすみの森公園」を主会場として、「ソフ
トボールフェスティバル’16」が開催されました。
　高校生の部では、愛媛県選抜として国体優勝を
果たした選手を含む地元東温高校が、国体優勝の
勢いそのままに初優勝を果たしました！！
　また、愛

え
顔
がお
つなぐえひめ国体ソフトボール競技

　２月24日㈬中央公民館第１・２研修室において、
第1回目の常任委員会を開催しました。国体開催
に向けた準備状況の報告を行ったほか、平成28年

リハーサル大会【平成28年６月18日㈯～19日㈰
（20日㈪予備日）】及び愛

え
顔
がお
つなぐえひめ国体ソフ

トボール競技【平成29年10月1日㈰～３日㈫】で
も、地元東温高校男子ソフトボール部員を中心に
活躍が大いに期待されます。ぜひ「東温市総合公園」
「東温市かすみの森公園」まで足を運んでいただき、
応援よろしくお願いします！

度の事業計画及び収支予算を含む４つの議案すべ
てが原案のとおり可決承認されました。

ソフトボールフェスティバル ’16について

第72回国民体育大会東温市実行委員会第１回常任委員会開催
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４ 月 の 図 書 館
 幸楽・南方・則之内・河之内・町西 　11日・25日（第２・４月曜日）
 希望の館・樋口・横河原 　12日・26日（第２・４火曜日）
 志津川・八反地・西岡・田窪・牛渕 　13日・27日（第２・４水曜日）
 上樋・播磨台・野田・新村・北野田 　14日・28日（第２・４木曜日）
 上村・下林・上林・ガリラヤ荘 　８日・22日（第２・４金曜日）
 則之内甲・河之内・滑川・土谷・松瀬川 　９日・23日（第２・４土曜日）
 北方・松瀬川・南方 　２日・16日（第１・３土曜日）
 南方・吉久・井内・則之内乙 　10日・24日（第２・４日曜日）
 北方東・横河原・田窪団地・上林・下林・南野田・堀池 　３日・17日（第１・３日曜日）

※小学校・幼稚園の巡回は、お問い合せください。（４月から曜日が変わりました。ご注意ください）

移動図書館車運行表

本　館
℡964-3414
開　館　９時～19時
休館日　30日

川内分館
℡966-4721
開　館　９時～17時15分
休館日　17日、29日
　　　　30日

図書館だより
L i b r a r y  I n f o r m a i t i o n

本　館：℡964-3414　川内分館：℡966-4721

★小学生以下の参加は保護者同伴です。
★薄曇りなどで観測が難しい場合は、プラネタリウム室で解説を行います。
★天候不順の場合は中止。予備日はありません。
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01  「JICAボランティア活動状況写真展」開催
●開催日　４月20日㈬～28日㈭
●場所　図書館本館　１階ホール
　独立行政法人国際協力機構(JICA)が実施する、
青年海外協力隊事業で活躍する愛媛県出身のボラ
ンティアの人たちの活動を撮影した写真のパネル
展を開催いたします。

03  天文講座　おほしさまをながめんかい
　　　 「木星と春の星を見よう！！」
●開催日時　４月30日㈯
　　　　　　19時30分～21時
　　　　　　（受付開始　19時〜）
●場所　図書館本館　天体観測室
●募集期間　４月20日㈬まで
●募集人数　30人　※申込多数の場合は抽選。
●申込先　図書館本館　℡964-3414

05  はじめてのえほん講座　あかちゃんとえほんdeあそぼうinかわうち
●開催日　５月10日・17日・24日　全て火曜日　10時30分～11時10分（３回目のみ10時～）
●対象　0歳児（首の据わった４か月程度の乳児～1歳まで）とその保護者
　　　　【親子10組】(３回とも参加できる人に限る)
●場所　川内公民館　２階　和室　　　●持ち物　タオルをご持参ください。
●申込期間　４月５日㈫～29日㈮　※事前申込要。申込多数の場合は先着順。

02  こどもどくしょのひフェスティバル開催のお知らせ
●開催日時
　４月23日㈯　10時30分～　川内分館
　４月24日㈰　10時30分～　図書館本館
●募集人数　川内分館　30人　図書館本館　30人
　　　　　　（4・5歳～小学生までの親子）
●募集期間　４月18日㈪まで
●申込先　図書館本館　℡964-3414
　　　　　川内分館　　℡966-4721

04  天文講座　おほしさまをながめんかい　
　　   「接近中の火星と木星を見よう！！」
●開催日時　５月28日㈯
 　　　　　　19時30分～21時
　　　　　　（受付開始　19時〜）
●場所　図書館本館　天体観測室
●募集期間　４月25日㈪～５月18日㈬まで
●募集人数　30人　※申込多数の場合は抽選。
●申込先　図書館本館　℡964-3414



ふれあい広場ふれあい広場
耳寄りな情報をお寄せください♪

meeting place♥ ♥

vol.
23
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For the last six months, being the ALT in 
Toon-shi has been one of the most rewarding 
experiences of my life. The students have 
learned English much quicker than even I 
expected. Some of my favorite memories of 
from the past 6 months include the sports day 
back in September at Shigenobu JHS. To see 
those kids competing at the level they did was 
extremely cool. The other was making curry 
rice at Kita Yoshii. It was a lot of fun digging 
the fire pits, making the fires, and cooking the 
food. I can’t wait to see what the next school 
year has in store. 

During the break I plan on heading to Nagoya, 
and Tokyo to visit some of my friends. One of 
my friends is in the US Navy, and she’s stationed 
in Yokosuka. Other than that, I’m not sure 
what else we’d do. I would love to go over to 
Osaka and see Kiyomizu temple. Especially if 
the cherry blossoms are blooming. The short 
break will be great to see some more of the 
country. 

　半年前より東温市のＡＬＴになって、とても貴重な経
験をさせてもらっています。
　児童・生徒たちは私が想像するよりもはるかに早いペー
スで英語を学んでいます。
　私のお気に入りの思い出の一つは、９月に行われた重
信中学校での運動会です。自分のよく知っている生徒た
ちが精一杯競っているのを見るのはとてもカッコ良かっ
たです。
　また、北吉井小学校でカレーライスを作ったことがあ
りました。（戸外で）火を焚くために、穴を掘って、カレー
を作りました。とても楽しい思い出です。
　来年度はどんな楽しいことがあるか、今から楽しみで
す。

　春休みには、名古屋と東京の友人を訪ねる予定です。
友人の一人はアメリカ海軍の横須賀基地に駐在していま
す。他は特に計画はありませんが、大阪や（京都の）清
水寺に行ってみたいです。桜の季節はとてもきれいだと
思います。休み中に日本のいろんなところを見てまわり
たいです。

ちょっと一言

ＡＬＴから

　
日
本
で
は
桜
が
き
れ
い
な
季
節

で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
春
に
咲
く

満
開
の
き
れ
い
な
桜
、
世
界
に
誇

れ
る
日
本
の
シ
ン
ボ
ル
だ
と
思
い

ま
す
！
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
セ
ネ

ガ
ル
に
桜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
セ
ネ
ガ
ル
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ

て
い
る
木
、「
バ
オ
バ
ブ
」
が
あ

り
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
地
方

に
分
布
し
て
い
て
、
他
の
植
物
が

育
た
な
い
過
酷
な
環
境
で
も
生
育

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
て
も
大
き

く
強
い
木
で
す
。
寿
命
は
五
千
年

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
バ
オ
バ

ブ
の
実
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
ル

シ
ウ
ム
等
が
含
ま
れ
て
お
り
、
古

代
か
ら
重
宝
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
が
今
で
も
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス

を
作
っ
て
一
般
的
に
食
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
バ
オ
バ
ブ
は
聖
霊
が
宿
る

木
と
考
え
ら
れ
、
昔
か
ら
崇
め
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
自
身
、

幹
を
空
洞
に
し
死
者
を
葬
っ
て
い

た
と
い
う
バ
オ
バ
ブ
を
セ
ネ
ガ
ル

で
見
た
事
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も

昔
は
村
の
村
長
や
老
人
が
バ
オ
バ

ブ
の
木
の
下
に
座
り
、
そ
こ
に
悩

み
を
抱
え
た
村
人
が
相
談
に
来
て

い
た
そ
う
で
す
。
今
で
も
そ
の
風

習
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
が
桜
で
心
満
た
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
セ
ネ
ガ
ル
で
は
バ
オ

バ
ブ
が
食
料
の
糧
と
な
り
憩
い
の

場
と
し
て
現
地
の
人
々
を
支
え
て

き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊

　
平
成
25
年
度
３
次
隊　
セ
ネ
ガ
ル　
大
石
紗
己

あ
な
セ
ネ
ガ
ル
？！

バ
オ
バ
ブ

スティーブン先生



毎
日
元
気
な
こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん
！

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
大
き
く

な
ー
れ
！

近こ
ん
ど
う藤

こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん

４
月
10
日
生
ま
れ
（
田
窪
）

満　　歳
Happy Birthday
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アイリー（雑種）♀
豊崎さん（北方）

ストーブをつけたら真っ先に
ベストポジションをキープ!!

■必要事項
【満１歳】（対象）５月生まれ
①写真（デジカメ画像も可）
②氏名（ふりがな）　③住所
④生年月日　⑤電話番号　⑥父母氏名
⑦30字程度でお子さんへのメッセージ

【ペット】①写真（デジカメ画像も可）
②名前　③種類とメス・オス
④応募者の住所・氏名・電話番号
⑤25字程度のコメント
■締　切　４月８日㈮
■応募先　必要事項を明記の上、下記まで
問 総務課広報広聴・男女共同参画係
    （℡964-4400）
　 〒791-0292　東温市役所　総務課宛
　メール  soumka@city.toon.ehime.jp
※必要に応じて抽選を行います。

写真掲載しませんか！

きらり東温からのお知らせ東温市バレーボール協会
『第11回東温市バレーボール
 チャンピオン大会』

ボーイスカウト募集中！
体験入隊（無料）

平成28年度
愛媛県植樹祭

東温市民アルプス登山

　２月14日に、「歌聖柿本人
麻呂　衝撃のデビュー」と
題して、松山市立子規記念
博物館館長の竹田美喜先生
を講師に招き、新春文化講
演会を開催しました。
　春の気配を感じる当日、
1500年前にさかのぼる言葉
の力、素晴らしさに感動す
る講演会となりました。是
非とも大勢の人に竹田先生
のお話を聞いていただきた
く、この感動を来年もお届
けしたいと思います。

　２月14日㈰に川内体育センター
にて、市内外の家庭婦人９チーム
により熱戦が繰り広げられました。

■日時　４月17日㈰
　　　　集合10時～11時30分
■場所
　愛媛県森の交流センター
■内容
　ミニハイキング・宝探し等
■対象
　年長～小学２年生までの男女
問・申  温泉第１団　渡部
 　　　（℡090-5141-0227）
 　　　温泉第２団　橘
 　      （℡966-4392）

　４月23日㈯にツインドーム重
信及び東温市総合公園を会場に、
みどりの月間（４月15日～５月
14日）に合わせ、平成28年度愛
媛県植樹祭を開催します。
■式　　典　ツインドーム重信
　　　　　　13時～
■記念植樹　東温市総合公園　
　　　　　　14時～
※駐車場には限りがあり、公共交通機関・ 
　乗り合わせの上、ご参加ください。

■開催日　5月15日㈰　　■参加費　1,000円(当日徴収)
★初心者コース【定員50人】(全行程約４時間)
　　風穴から皿ヶ嶺を往復するコースです。
　　10時　市役所西駐車場出発
★新緑コース【定員25人】(全行程約８時間)
　　井内峠から風穴、皿ヶ嶺を経て風穴に至るコースです。
　　８時　市役所西駐車場出発
　　８時15分　川内支所出発
★新緑と滝・棚田コース【定員25人】(全行程約９時間)
　　風穴～竜神平～井内峠、そこから林道を通り御来光の滝、井内北間まで歩くコースです。
　　８時　市役所西駐車場出発

※定員に達し次第、募集を締め切ります。
※行程時間にはバス乗車時間を含みます。
※詳細、お申し込みは東温市観光物産協
　会（℡993-8054）まで。
※東温市観光物産協会Facebookにも詳
　細なコース内容等掲載しています。

市長に受賞報告
　２月19日、川内中学校の生
徒4人が市役所を訪れ、第27
回読書感想画中央コンクール
と第75回全国教育美術展でそ
れぞれ賞を受賞したことを市
長に報告しました。市長から
受賞した作品について聞かれ
ると生徒達は緊張した様子な
がらも、作品に込めた思いをしっかりと語っていました。

優勝した「久米クラブ」の選手のみなさんです。
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本年度は５月より開催いたします。

★ブリージングストレッチ
　日時：４月18日㈪　11時～
　対象：首がすわった頃～1歳児くらいとその保護者
　定員：先着20組程度（定員になり次第終了）
　申込期間：４月８日㈮～　来館もしくは電話にて
★東温市こども館こいのぼりがいっぱい
　プロジェクト2016
　日時：４月16日㈯～５月５日（木・祝）
　対象：来館者全般　自由参加

本年度は５月より開催いたします。

★東温市こども館こいのぼりがいっぱいプロジェクト2016
　日時：４月15日㈮～５月５日（木・祝）
　対象：来館者全般　自由参加
★けんだま教室
　日時：４月24日㈰　14時～　自由参加
★さくらフリーマーケット
　日時：６月４日㈯　13時～
　場所：さくらこども館　遊戯室
　※出店する人を募集します
　募集店数：グループ、個人あわせて10ブース程度
　　　　　　（1ブース約1.8m×1.8m）
　申込期間：４月７日㈭～25日㈪　来館受付のみ
　出店対象者：18歳までの児童をもつ保護者
　出店物：子どもに関するリサイクル品、手作り品
　出店料：無料

幼児
教室

そ
の
他

こあらクラブ（いわがら） ぱんだクラブ（さくら）
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子 育 て ガ イ ド
未就園まで

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

４月 1 2
親子体操
いわがら・さくら
よしいの　11時

3 4 5 6 7 8 9
親子で楽しむお話会
よしいの　11時

すくすく
中公　10時

親子で楽しむお話会
いわがら　11時
親子体操
さくら・よしいの　11時

親子体操
いわがら・さくら
よしいの　11時

かぼちゃんの
お話会
図書館本館　11時

10 11 12 13 14 15 16
ぴよぴよクラブ
中公　９時30分

子育て親子遊び
の広場
中公　9時30分
すくすく
中公　10時

赤ちゃん広場
健康セン　９時
離乳食教室
中公　9時30分
ぴよぴよクラブ
川内保　9時30分
親子で楽しむお話会
さくら　11時

あおぞら広場
さくら　９時30分
ちびちびちゃんの
お話会
図書館本館　11時

親子体操
いわがら・さくら
よしいの　11時

17 18 19 20 21 22 23
親子で楽しむお話会
よしいの　11時

あおぞら広場
健康セン　９時
ぴよぴよクラブ
南吉井第二保　9時30分
すくすく
中公　10時

赤ちゃん広場
健康セン　９時
赤ちゃん相談
中公　9時30分
親子で楽しむお話会
いわがら　11時
親子体操
さくら・よしいの　11時

あおぞら広場
さくら　9時30分

親子体操
いわがら・さくら
よしいの　11時

かぼちゃんの
お話会
図書館本館　11時

24 25 26 27 28 29 30
あおぞら広場
健康セン　９時

赤ちゃん広場
健康セン　９時
親子で楽しむお話会
さくら　11時
親子体操
いわがら・よしいの　11時
３歳児健康診査
中公　13時

あおぞら広場
さくら　9時30分
ぴよぴよクラブ
拝志保　9時30分
ちびたちびこのお話会
図書館本館　11時

昭和の日

●ファミリー・サポートセンターとうおん（子育て遊び）℡990-1130  ●東温市地域子育て支援センター（あおぞら広場・赤ちゃ
ん広場・ぴよぴよクラブ）℡966-2080  ●川内健康センター  ℡ 966-2191  ●いわがらこども館 ℡ 960-5003  ●さくらこども
館  ℡ 966-6169  ●よしいのこども館  ℡ 955-2026●市立図書館  ℡ 964-3414●社会福祉協議会（すくすく）  ℡ 955-5535

７か月児教室
中公　12時30分

親子体操
いわがら・よしいの　11時

子どもさんの食生活で、お困りのことはありませんか。
お気軽にご相談ください。
川内健康センター管理栄養士が、随時相談を行っていま
す。℡966-2191まで

栄養相談実施の
お知らせ



乳幼児・小学生：18時まで　中学生：20時まで（18時以降は保護者の迎え要）　高校生：20時まで
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★友遊タイム「レッツ！ジャグリング！」
　日時：4月10日㈰　13時30分～　自由参加　対象：小学生
★育ジョイタイム「つくってあそぼう♪」
　日時：４月11日㈪　10時30分～　先着20人　対象：幼児
★東温市こども館こいのぼりがいっぱいプロジェクト2016
　日時：4月15日㈮～５月５日（木・祝）　対象：来館者全般　自由参加
★TEAMよしいの　日時：４月16日㈯　14時～
　毎月土曜日1回程度　対象：小学４年生～高校３年生
　内容：グループレクリエーション活動などを行う　随時募集中

よしいの
こども館

川内健康センター ℡ 966-2191

赤ちゃん相談

妊婦相談

7 か月児教室

離乳食教室

3 歳児健康診査
内容：身体計測※
　　　子育て相談　等
対象：乳幼児
日時：４月20日㈬　９時30分～
場所：中央公民館

内容：母子健康手帳の発行
　　　妊娠等に関する相談
日時：執務日　８時30分～
場所：市役所健康推進課
　　　川内健康センター

内容：小児科医師、歯科衛生士、
　　　救急救命士によるミニ講話 等
対象：平成27年９月生まれ
日時：4月20日㈬
受付：12時30分～13時
場所：中央公民館

内容：離乳食の進め方について 等
対象：平成27年11・12月生まれ
日時：４月13日㈬
受付：9時30分～10時
場所：中央公民館

内容：内科・歯科診察　等
対象：平成24年９・10月生まれ
日時：４月27日㈬
受付：13時～14時
場所：中央公民館

保育所の送迎など、子育ての援助がほしい時に援助可能な
サポート会員をつなぎます。事前に登録（写真２枚と印鑑）
が必要です。協力会員さんも随時募集中。まずはお電話を。

ファミリー・サポートセンターとうおん

日時　４月11日㈪
　　　９時30分〜
場所　中央公民館　３階  和室
　今月は11日のみです。登録をお考
えの人も、是非参加してください。

今月の
「ファミサポ広場」会員の集い

℡990-1130　対象：12歳まで

対象：乳幼児〜18歳未満　　休館日：火曜日　開館（４〜９月）９時30分〜18時

●子育て相談
　月曜日　９時30分〜14時
●親子体操（週１回程度）
　対象：幼児と保護者
●おはなし会（月２回程度）
　対象：未就園児と保護者
●小学生クラブ　対象：小学生
※申込は各こども館にある申込書
　またはホームページよりダウン
　ロードし、こども館へ。

こども館の催し（共通）
小学生
クラブ

いわがらこども館 さくらこども館
本年度は５月より開催いたします。

　ファミサポだより　　

　４月　勉強会「事業を円滑に進めるために」
　５月　交流会「遠足」
　６月　レベルアップ研修「幼児安全法」
　今年度の研修会を次のように予定しております。多くの会員さんに
参加していただき、意識を深めたいと思います。

子 育 て ガ イ ド 子育てについてのご相談はこちらへ　℡ 964-4450

お子さんと一緒に遊びながら、子育ての楽しさ・
不安や悩みを気軽に話せる場所です。

●子育て・サポート・親子遊びの広場
　日時：４月12日㈫　9時30分～
　内容：ホルダーづくり
　　　　(シール帳ばさみを作ろう。
　　　　新聞紙で遊ぼう)
　場所：中央公民館　２階　大ホール

●あおぞら広場　　対象：未就園児
●赤ちゃん広場　　対象：２歳児未満
●ぴよぴよクラブ　対象：未就園児
※詳しい日程・場所等については、子育てカレンダー等でご確認ください。
※年一回、初回参加時に保険加入をお勧めしています。
　(年間の保険料800円)
※火・水・木曜日　13時～16時　自由解放しています。

℡966-2080　対象：未就園児子育て支援センター

※乳幼児の身体計測は、地域子育て
支援センターが開催している「赤
ちゃん広場」でも行うことができ
ます。

乳幼児健康診査
相談・教室

健康推進課 ℡ 964-4407

いわがらこども館 ℡ 960-5003

よしいのこども館 ℡955-2026　休館日：火曜日　開館　9時30分～20時

さくらこども館 ℡ 966-6169



　２月20日、志津川区を対象に東温市認知症
行方不明者捜索訓練が中央公民館で行われま
した。最初に認知症サポーター養成講座を受
けた後、実際の対応方法を各グループで話し
合い、ロールプレイで声掛けの実演を行いま
した。参加者は、有事の時だけではなく普段
から自分達にできることを考え、真剣な表情
で取り組んでいました。

　２月28日、川内公民館で東温市防災フォー
ラムが開催されました。
　愛媛大学防災情報研究センター長の矢田部
先生を講師にお招きして、東温市における自
然災害に関する諸要因についてや防災マップ
を活用した防災対策について講演が行われま
した。
　フォーラムには市内の防災士さんなど多く
の人が参加し、防災意識を高めていました。

いざという時のために
東温市認知症行方不明者捜索訓練

東温市防災フォーラム
災害から命を守るために

カメラスケッチ

２

４

１

３

　老朽化が進んでいた旧施設を建て替えた「川
上くすのき児童クラブ」が川上小学校東側に
完成し、３月12日に竣工式が行われました。
式典では市長が「子ども達が遊びや体験活動
を通して、人と人の『ふれあい』を大切に、
自主性などを身に付けてほしい」と挨拶し、
次世代を担う子ども達の健やかな成長を願い
ました。

子ども達の健やかな成長を願って
川上くすのき児童クラブ竣工式

　２月22日、河之内にある「ふくさの森」で
川内保育園児たちが原木しいたけの植菌体験
を行いました。
　子ども達はドリルで穴を開けられたクヌギ
の木に、シイタケの菌がついた種駒を丁寧に
一つずつ詰めていきました。作業の後はみん
なで美味しくカレーを食べて大満足。「今日は
とても楽しかった」と笑顔が溢れていました。

原木しいたけ植菌体験
しいたけさん、元気に育ってね
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やっぱり 健康♥
heal th

65歳からのこころとからだの
健康相談（要予約）

心の悩みや心の病の相談、身体的な相談。
●日時　４月21日㈭　14時～16時
●場所　家庭訪問または市役所
●定員　２人
●申込　長寿介護課（℡964-4408）
●相談員　SHUN心療クリニック　院長　馬場 俊一 医師

健康相談
健康に関すること、お気軽にどうぞ。
●日時　毎週水曜日　９時～11時
●場所　健康ハウス（川内健康センター隣）
●申込　川内健康センター（℡966-2191）

※市役所での相談ご希望の人は事前にご連
　絡ください。

病態別栄養相談（要予約）
食事記録にもとづいた、栄養計算や個人に応じた
相談です。（相談時間：ひとり約１時間）
●日時　４月15日㈮、22日㈮　９時～12時
●場所　川内健康センターまたは市役所
●申込　川内健康センター（℡966-2191）
●相談員　管理栄養士

こころの健康相談（要予約）
原因不明のだるさ、人間関係がうまくいかないなど、
心や体の相談。
●日時　４月14日㈭　14時～16時
●場所　川内健康センター・市役所・家庭訪問
●申込　川内健康センター　　●定員　２人
●相談員　真光園　長尾 奈穂子 医師

平成28年度「しげのぶ会」総会及び第34回研修会のご案内

愛媛医療センターが２次救急病院に加わりました

●日時　４月23日㈯　10時～16時
●場所　愛媛大学医学部看護学科
●問い合せ先
　〒791-0295　東温市志津川
　愛媛大学医学部附属病院
　糖尿病内科（臨床検査医学） ℡960-5647
　総合診療サポートセンター  ℡960-5917

●スケジュール
　⑴展示・測定・相談
　⑵総会
　⑶研修会
　　①総会特別講演
　　　演題「糖尿病予防と筋肉トレーニングとの関連性」
　　　演者　松山赤十字病院内科部長　近藤 しおり 先生
　　②演習
　　　「簡単にできる糖尿病予防の筋肉トレーニング」
　　　指導　松山赤十字病院理学療法士
　　③全体会「糖尿病についていっしょに考えよう」Q＆A

　東温市の救急医療体制は、松山市を中心とした
松山医療圏（松山市・伊予市・東温市・松前町・
砥部町・久万高原町の３市３町）が連携して、８
日に１回の当番制で救急患者の受け入れを実施し
ています。
　この救急医療体制をより充実させるため、平成
28年４月から愛媛医療センターが２次救急の指定
病院として加わりました。

　２次救急とは、休日及び夜間における手術や入
院医療が必要な重症患者を受け入れる救急体制の
ことで、松山市の13病院と愛媛医療センターの計
14病院が担当します。
　これに伴い、休日・夜間の救急車による搬送の
増加が見込まれますが、救急医療体制の確保・充
実を図るため、皆さまのご理解とご協力をお願い
します。

ひとりで悩まずに相談を…無料・秘密厳守
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　童謡に合わせて２人組で踊る楽
しいバレエ講座です。初めての人も
お気軽にご参加ください。
◦日時　毎週土曜日
　　　　(４月は第１～４土曜日)
　　　　12時～12時45分
◦場所　
　川内公民館　３階　第２学習室
◦講師　浅井 ひとみ
　　　　(ひとみバレエ)
◦参加費　無料
◦持参物　動きやすい服装
　　　　　上履き、タオル、飲み物
問 浅井（℡090-5278-7437）

　６世紀中葉、百済から伝わった仏
教は、奈良時代に神仏習合という日
本独自の宗教の形に変わり、その中
で多くの宗派も誕生しました。その
後明治初期の神仏分離令によって
仏教の形が大きく変わりました。そ
のような日本仏教史の流れについ
て考えます。
◦日時　５月１日㈰
　　　　13時30分～15時
◦場所　中央公民館
　　　　第1・2研修室
◦演題　「日本仏教史」
◦講師　(公財)愛媛県埋蔵文化財
　　　　センター理事長
　　　　奈良芸術短期大学教授
　　　　前園 實知雄 先生
◦聴講料　無料
◦共催　東温市教育委員会
　　　　東温史談会
問 歴史民俗資料館（℡964-0701）

いよいよ2016シーズン開幕!!
　昨シーズン、チーム創設11年目にして初のリーグ年間総合優勝・
独立リーグ日本一を成し遂げた愛媛マンダリンパイレーツ。
　新入団選手も加わり、更にパワーアップを遂げた「県民球団」が、
いよいよ新た
な戦いをス
タートさせま
す。東温市の
皆さま、今年
もスタジアム
に足を運んで
頂き、たくさ
んのご声援を
よろしくお願
いします!!
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　地域活性化を目的とした健康促
進のためのストリートダンス教室を
開催します。ご家族一緒に全身を
使って汗を流してみませんか？
◦日時（予約不要）
　▷４月６日㈬
　　19時30分～　小学生～大人
　▷４月27日㈬
　　19時30分～　小学生～大人
◦場所
　ツインドーム　多目的ホール
◦内容
　簡単なブレイクダンスを楽しく
　踊ろう！
◦インストラクター　JUN
◦参加費　１人250円
　　　　　（１レッスンにつき）
◦持参物
上履き、飲み物、タオル（当日は
動きやすい服装でお越しください）
問 中島（℡080-3923-1992）

扉

催
知

募

学びの扉

お知らせ

催し

募集

やさしい親子バレエ知 東温市ダンスで
元気プロジェクト！知

　旧金毘羅街道（土谷方面）を、和
田義雄氏の解説とともに散策しま
す。皆さんふるってご参加ください。
◦日時
　４月15日㈮　９時30分～12時
◦場所　川内公民館　※雨天中止
　　　　(集合)９時15分
◦講師　東温市文化財保護審議
　　　　委員会長
　　　　和田 義雄 氏
◦参加費　無料
◦持参物　飲み物等
◦服装　歩きやすい服装
◦定員　10人(東温市在住の人)
◦申込　４月12日㈫まで
問 川内公民館（℡966-4721）

平成28年度　さくら講座
ふるさと探訪教室催

郷土史講座のご案内催

「ケーキ屋さんになりたい」
かずさちゃん

情報



　本年度も、中央公民館で「花いっ
ぱい運動」を実施します。「種」か
ら花苗を育て、市内各施設に配布
する予定です。
　ご家族・お友達と一緒に参加し
て、東温市を花いっぱいにしましょ
う！
◦日時
　①５月14日㈯、②６月４日㈯
　③８月27日㈯、④10月15日㈯
　⑤11月５日㈯
　８時50分集合、９時開始
◦場所（受付）
　中央公民館　西側駐車場
◦内容
　①挿し芽　②定植　③種まき
　④ポット移植　⑤定植
問 中央公民館（℡964-1500）

◦日時　毎週土曜日　13時～16時
◦場所
　東温市緑地公園テニスコート
　（時間の関係で変更になること有）
◦対象者
　小学校高学年・中学生
◦会費　初回　800円(保険代)
　　　　月　　700円
※ラケット・テニスシューズは各自
　でご用意ください。
◦申込期間　４月１日～23日
※ハガキに、住所・氏名・連絡先を
記入の上、下記まで送付ください。
問・申
〒791-0203
東温市横河原348-5
一色 実雄(℡090-4970-1530)

愛媛県民全力前進で、愛媛ＦＣを応援しよう
４・５月のホームゲーム日程

Ｊ２愛媛ＦＣホームゲーム（ニンジニアスタジアム）
開催日 曜日 キックオフ 対　戦　相　手
４月03日 日 16：00 ギ ラ ヴ ァンツ北九州
４月23日 土 16：00 カ マ タ マ ー レ 讃 岐
４月29日 金・祝 19：00 松 本 山 雅 Ｆ Ｃ
５月 7日 土 19：00 セ レ ッ ソ 大 阪
５月15日 日 16：00 京 都 サ ン ガ Ｆ . Ｃ .
５月29日 日 19：00 東 京 ヴ ェ ル デ ィ
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東温市ソフトテニス協会主催
ソフトテニスジュニア教室募

自衛官等募集案内募夜間通行止めのお知らせ知

扉

　高速道路の夜間通行止めについ
てお知らせします。
①松山自動車道
　大洲北只IC～西予宇和IC間
◦日時　４月11日㈪～13日㈬
　　　　20時～翌朝６時
◦迂回路　国道56号
②今治小松自動車道
　今治湯ノ浦IC～いよ小松IC間
◦日時　５月９日㈪～14日㈯
　　　　20時～翌朝６時
◦迂回路
　国道11号及び国道196号
③松山自動車道
　松山IC～大洲IC間
◦日時　５月23日㈪～28日㈯
　　　　５月30日㈪～６月４日㈯
　　　　20時～翌朝６時
◦迂回路　国道56号及び
　　　　　県道23号伊予川内線
問 西日本高速道路㈱四国支社
　 愛媛高速道路事務所
 　（℡905-0181）

◦受付期間
　一般幹部候補生
　３月１日～５月６日
◦種目・試験期日
　一般幹部候補生
　大卒程度　22歳以上26歳未満
　院卒者　　20歳以上28歳未満
　一次試験　５月14日
問 自衛隊松山募集案内所
　 （℡947-3040）

　16ミリフィルムの映画を上映し
ます。内容は当日までのお楽しみ！
◦日時　４月20日㈬
　　　　16時～16時45分
◦場所　よしいのこども館
◦受講資格
　市内の小学校に通う児童
◦受講料　無料
問 生涯学習課（℡964-1500）

催
知

募

学びの扉

お知らせ

催し

募集

「警察官になりたい」 	  　
りおちゃん

情報

放課後わくわく広場
16ミリフィルム上映会扉

花いっぱい運動催
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重信地区 燃やすごみ 紙類
山之内・樋口・横河原
西岡の一部・志津川
田窪の一部

04日・07日・11日・14日
18日・21日・25日・28日

05日
19日

田窪の一部・牛渕・牛渕団地
播磨台団地・上樋・南野田
西岡の一部・北野田
北野台団地・新村

01日・05日・08日・12日
15日・19日・22日・26日
29日

09日
23日

見奈良・田窪の一部
田窪団地・上林・下林・上村

02日・06日・09日・13日
16日・20日・23日・27日
30日

07日
21日

川内地区 燃やすごみ 紙類
東谷・西谷・土谷・滑川
奥松瀬川

04日・07日・11日・14日
18日・21日・25日・28日

09日
23日

北方東・北方西・南方東
南方西

01日・05日・08日・12日
15日・19日・22日・26日
29日

07日
21日

町東・町西・前松瀬川
横灘団地

02日・06日・09日・13日
16日・20日・23日・27日
30日

05日
19日

　４月の「燃やすごみ」「紙類」収集日

※田窪及び西岡は、場所によって日にちが異なりますので、分からな
　い人は近所の人にお尋ねください。
※４月29日（金・祝）の燃やすごみの収集は平常通り行います。

川 内 地 区 ペ ッ ト ボ ト ル
プラスチック類

粗 大 ご み
そ の 他
燃やさないごみ

び ん ・
ガラス類

空 き 缶・
金 属 類

東谷・西谷・土谷
滑 川・ 奥 松 瀬 川 5日・19日 18日 11日 25日

北 方 東・ 北 方 西
南 方 東・ 南 方 西 6日・20日 19日 12日 26日

町　 東 ・ 町　 西
前松瀬川・横灘団地 4日・18日 20日 13日 27日

　４月の不燃物収集日

重 信 地 区
ペ ッ ト ボ ト ル
プ ラ ス チ ッ ク 類
その他燃やさないごみ

粗 大 ご み 空き缶・金属類
びん・ガラス類

樋口・上村 10日・24日 17日 3日
横河原・八反地・田窪 3日・17日
志津川（八反地除く） 10日・24日 3日・17日

見奈良

10日・24日

24日・27日 3日
田窪団地 17日

3日・17日下　林 24日・27日
上記以外の地区 27日

ごみ収集予定

フレイル：健康寿命のためには貯金より貯筋？

池川内科・神経内科　
池川　眞一

　

人
類
の
歴
史
上
初
め
て
、
我
が
国
は

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口
の
１
／
４

を
占
め
る
「
超
高
齢
化
社
会
」
を
迎
え

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
街
を
眺
め

て
み
ま
し
て
も
、
弱
っ
た
年
寄
り
だ
ら

け
で
国
が
滅
び
る
、
と
い
っ
た
深
刻
さ

は
あ
ま
り
実
感
で
き
ま
せ
ん
。
最
近
の

医
学
的
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と
、
高
齢

者
の
身
体
機
能
、
精
神
知
的
機
能
が
こ

の
10
〜
20
年
の
間
に
約
10
歳
若
返
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、

私
も
昨
年
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
が
、
子

ど
も
の
頃
見
た
還
暦
を
迎
え
た
方
よ
り
、

ひ
い
き
目
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
や

若
い
感
じ
も
し
ま
す
。
栄
養
の
改
善
、

医
学
の
進
歩
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

こ
の
状
態
は
さ
ら
に
続
く
の
で
し
ょ

う
か
？
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
は
難
し
そ

う
で
す
。
医
学
の
進
歩
に
よ
り
寿
命
は

延
び
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
元
気
で

過
ご
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
健
康
寿
命
は
男

性
で
約
９
年
、
女
性
で
約
13
年
、
平
均

寿
命
よ
り
短
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま

す
。
人
生
の
最
終
段
階
で
要
介
護
状
態

に
な
る
か
ど
う
か
は
個
人
個
人
で
ず
い

ぶ
ん
異
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？
最
近
医
学
会
で
は
「
フ
レ
イ
ル
」

と
い
う
概
念
が
盛
ん
に
提
唱
さ
れ
て

い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
と
は
英
語
の

frailty

：
加
齢
に
よ
る
恒
常
性
の
低

下
、
虚
弱
の
こ
と
で
す
。
体
力
的
に

も
、精
神
、社
会
的
に
も
虚
弱
な
状
態
、

フ
レ
イ
ル
を
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
フ
レ
イ
ル
の
診
断
基
準
は
①

１
年
間
で
４・
５
㎏
以
上
の
体
重
減
少

②
疲
労
感
③
筋
力
の
低
下
④
歩
行
の

ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
⑤
身
体
活
動
が
低

い
、
の
う
ち
３
つ
が
当
て
は
ま
る
も

の
と
言
わ
れ
ま
す
。
歳
を
と
っ
て
虚

弱
に
な
る
の
は
当
た
り
前
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
が
、
フ
レ
イ
ル
の
研
究

者
に
よ
る
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な

く
、
未
然
に
予
防
し
、
回
復
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
気
持
ち
を
若
く
保

ち
、
運
動
、
筋
力
の
増
強
が
必
要
で

あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
た
ん
ぱ
く

質
・
ミ
ネ
ラ
ル
の
豊
富
な
食
事
、
ス

ト
レ
ッ
チ
や
散
歩
や
筋
ト
レ
な
ど
の

運
動
が
大
切
で
す
。
筋
肉
を
鍛
え
て
、

筋
肉
を
蓄
え
る
。
い
う
な
ら
ば「
貯
筋
」

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
わ
け

で
す
。
健
康
な
寿
命
の
た
め
、
フ
レ

イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
、
貯
金
よ
り

も
貯
筋
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

ドクターの

健 康 百 科
special eddition

池川内科・神経内科
内科・神経内科・リハビリテーション
志津川89-3
【診療時間】9時～12時30分、14時～18時
【休診日】木曜午後、土曜午後、日曜日、祝日
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ぶ
ん
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と
思
わ
れ
ま
す
。
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会
で
は
「
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」

と
い
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念
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提
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の
研
究

者
に
よ
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と
、
決
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そ
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で
は
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、
未
然
に
予
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し
、
回
復
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
す
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そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
気
持
ち
を
若
く
保

ち
、
運
動
、
筋
力
の
増
強
が
必
要
で

あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
た
ん
ぱ
く

質
・
ミ
ネ
ラ
ル
の
豊
富
な
食
事
、
ス

ト
レ
ッ
チ
や
散
歩
や
筋
ト
レ
な
ど
の

運
動
が
大
切
で
す
。
筋
肉
を
鍛
え
て
、

筋
肉
を
蓄
え
る
。
い
う
な
ら
ば「
貯
筋
」

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
わ
け

で
す
。
健
康
な
寿
命
の
た
め
、
フ
レ

イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
、
貯
金
よ
り

も
貯
筋
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

４月    カレンダー

4/ 1 金

2 土

3 日 ◆増田整形外科　℡970-2020

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日 ◆訪問診療クリニック六花　℡948-4677

11 月

12 火

13 水 ●行政相談　13：00～　福祉館

14 木

15 金

16 土

17 日 ◆たけもと整形外科クリニック　℡955-5888

18 月

19 火 ●健康体操　19：30～　福祉館

20 水 ●放課後わくわく広場　16：00～　よしいのこども館

21 木 ●福祉館じんけん相談　19：00～　福祉館

22 金

23 土

24 日 ◆中野クリニック　℡960-5800

25 月

26 火 ●健康体操　19：30～　福祉館

27 水 ●各種相談事業　10：00～  福祉館、13：30～  福祉館
●さくらの湯　休館日

28 木

29 金 ■昭和の日
◆西野内科クリニック　℡964-2200

30 土

5/ 1 日 ◆愛媛医療センター　℡964-2411

2 月

3 火 ■憲法記念日
◆八木耳鼻咽喉科・皮膚科医院　℡964-5400

4 水 ■みどりの日
◆愛媛十全医療学院附属病院　℡966-5011

5 木 ■こどもの日
◆藤石医院　℡964-1234

行政相談
　４月13日㈬　13：00～　福祉館
　４月28日㈭　13：00～　農村環境改善センター
心配ごと相談
　４月14日㈭　13：00～　福祉館
　４月28日㈭　13：00～　農村環境改善センター
特設人権相談
　４月13日㈬　13：00～　川内公民館
　４月21日㈭　13：00～　東温市役所
弁護士相談（無料：要予約）　　
　４月12日㈫　13：30〜
　問・申込　社会福祉協議会　℡955-5535
司法書士相談（無料：要予約）　　
　４月22日㈮　13：30〜
　問・申込　社会福祉協議会　℡955-5535
行政書士相談（無料：要予約）
　４月20日㈬　13：00〜
　問・申込　社会福祉協議会　℡955-5535
消費生活相談　
　月～金（祝日除く）　9：00～17：00
　東温市役所消費生活相談窓口　℡964-4400
子育て相談の総合窓口
　月～金（祝日除く）　8：30～17：15
　東温市役所子育て相談窓口　℡964-4450

～悩まず相談してください～各種相談の窓口

２
日
㈯
３
日
㈰

春のまるごと
グルメフェスタ

場　所
旧広島市民球場跡
（広島県広島市）
出演時間
10時～17時

３
日
㈰

第20回
源太桜まつり

場　所
土谷公民館
出演時間
10時～12時

17
日
㈰

砥部焼まつり
2016

場　所
陶街道ゆとり公園
（砥部町）
出演時間

10時30分～15時30分

23
日
㈯

東温市商工会
産業まつり

場　所
重信川河川敷西岸
横河原グラウンド
出演時間
10時～15時

愛媛県植樹祭

場　所
ツインドーム重信
出演時間

12時～14時30分

・



　
今
年
一
年
、
広
報
と
う

お
ん
を
担
当
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
月
号
を
も
っ

て
離
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
次
の
担
当
者

が
よ
り
良
い
広
報
紙
を

作
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

引
続
き
応
援
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

桜
の
開
花
が
待
ち
遠

し
い
今
日
こ
の
頃
。
新
年

度
が
始
ま
り
、
多
く
の

人
に
出
会
い
と
別
れ
が

訪
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
か
く
い
う
私

は
入
庁
し
て
１
年
が
経

ち
ま
し
た
。
今
年
度
も
広

報
担
当
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　２月14日に行われた「第６回 日本バッハコ
ンクール 全国大会」で見事、金賞を受賞した
芝田光さん。６歳のときにピアノを習い始めて
以来、たゆまぬ努力を重ね続け、今回の受賞に
至りました。

継続は力なり
　今回のコンクールは地区ごとの予選の優秀
者が全国大会で競う形式。地区予選を終えてか
ら全国大会までの約２か月間、光さんは毎日欠
かさず課題曲の練習を続けました。「何回も繰
り返して同じ曲を練習するのは辛いときもあ
りました」と光さんは振り返ります。
　今回の課題曲は右手と同じくらい左手の使
い方が大事な曲だそうですが、コンクールの講
評では日々の練習でずっと意識してきた左手
の工夫が評価され、「練習は辛かったけど、練
習をしてきた点が褒められて、挫けずに練習し
てきてよかったと思いました」と喜びの表情を
浮かべていました。

大好きなお姉さんに追いつきたい
　光さんは先にピアノを始めていたお姉さん
の姿に刺激を受け、後を追う形で同じ大石恵理
奈先生のピアノ教室の扉を叩きました。それか
ら４年間、お姉さんを目標にしてがんばってき
ました。
　実は、今回金賞を受賞したコンクールも、昨
年お姉さんが出場したもの。全国大会で演奏す
るお姉さんの姿を見て、憧れの気持ちはますま
す強くなり、「自分も賞をとって、お姉ちゃん
に近づけたら」と出場を決意しました。

第６回 日本バッハコンクールで
金賞を受賞した小さなピアニスト

芝
し ば

田
た

　　光
ひかる

さん（10）
　　　　　　　　　　（南方東）

　憧れのお姉さんのことが大好きな光さん。
「３年前に、ピアノ教室の発表会でお姉ちゃん
と一緒に演奏したのがとても楽しかったし、と
てもうれしかったです」と思い出を語ります。
また、「お姉ちゃんを見ていると、自分もあん
な風になりたいと思います。学校の部活とピア
ノの練習を両立して、ずっと努力している姿か
ら、いつも『やる気・根気・勇気』を感じてい
ます」とお姉さんのすごさを改めて実感してい
ました。
　そんな光さんが今、弾いてみたい曲はショパ
ンの『別れの曲』だそうです。「今はまだ演奏
が難しい曲ですが、練習して弾けるようになり
たいです。そして、今後もいろいろなコンクー
ルに出場してみたいです」と意欲たっぷり。憧
れのお姉さんに追いつけるように、これからも
その指であでやかな音色を奏で続けます。

キラリ東温この人なう 41

編
集
後
記
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こ
の
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

〒
791-0292 愛

媛
県
東
温
市
見
奈
良
530番

地
１

（
代
表
電
話
）089-964-2001 （

FAX）089-964-1609
HP http://www.city.toon.ehime.jp E-mail soumka@city.toon.ehime.jp
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